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  初 め に
オーストリア帝国皇太子，フランツ・フェルディナント大公は，帝国国民の１セルビア人によって
１９１４年６月末に属州ボスニアで暗殺された．事件の背景の一つはセルビア民族主義であった．露土戦
争を終結させたベルリーン会議（１８７８年）によって，セルビア王国がオスマン・トルコ帝国から独立
した．しかし，ボスニア地方は，セルビア人を主要な住民としていたけれども，セルビア王国から切
り離され，オーストリア帝国の委任統治領とされた．さらに，オーストリアによる１９０８年のボスニア
併合がセルビア民族主義者を刺激していた．
オーストリアは帝国皇太子暗殺の責任をセルビア政府に帰し，１９１４年７月末にセルビアに宣戦し
た．８月初めになると，オーストリアの戦列にドイツが，セルビア側には露・仏・英が加わった．そ
の後，多くの国々（１９１７年に対独参戦した米国など）を巻き込みつつ，第一次世界大戦が主として
ヨーロッパとその周辺海域で戦われた．
日本は１９１４年８月下旬にドイツとオーストリアに宣戦した．日本軍は中国・山東省青島要塞を主要
な攻撃目標とした（日独戦争）．イギリス軍も青島攻撃に参加したが，日本軍と比較すると，それは
小規模であった．
ドイツは１８９８年に山東省膠州湾地域を租借し，租借地の中心として青島に要塞と軍港を建設した．
租借地経営のために膠州総督＝青島要塞司令官が任命され，第３海兵（海軍歩兵，陸戦）大隊（以下
では単に海兵と略記する）と海軍膠州派遣砲兵大隊（膠州沿岸砲兵隊）（膠州砲兵大隊と略記）が青
島に駐屯した．第一次大戦に際しては，ドイツ海軍東アジア分遣隊（東アジア分遣隊と略記）も従来
の駐屯地，北京・天津から青島に移動した．さらに，ドイツ砲艦，ヤーグアル号（１）とオーストリア巡
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久留米「収容所楽団」指揮者オットー・レーマンの生涯
《研究ノート》
岡山大学経済学会雑誌３５（３），２００３，３９～７３
－３９－
洋艦，皇后エリーザベト号（２）の乗組員も青島要塞防衛戦に参加した．青島を守備するドイツ軍は，現
役軍人に加えて，予備役・後備役軍人を含んでいた．後者は，東アジアに居住していたドイツ市民で
あり，膠州総督によって１９１４年８月に召集され，青島の諸部隊あるいは後備軍に編入された（３）．
青島要塞は１９１４年１１月上旬に陥落した．青島で日本軍の捕虜となったドイツ軍人（４）の総数は，俘虜
名簿 １９１７への追加記載（５）に依拠すると，４，７１５人（６）であった．青島捕虜は日本に移送され，捕虜収容
所（初めは１２カ所，後に６カ所）に収容された．本稿で取り上げるオットー・レーマンは，海兵第１
中隊の二等兵（７）であり，福岡県久留米市の捕虜収容所に収容された．俘虜名簿は彼の「本籍地」をザ
クセンのゲリンクスヴァルデと記している（８）．
オットー・レーマンは久留米「収容所楽団」の指揮者であった．彼の略歴は松尾 ２００２ ，第６
節，補論１によって初めて明らかにされた（９）．前稿発表後，私はいくつかの資料と文献を読むことが
できた．本稿は，これらの資料・文献に基づき，また，前稿で利用した文献・資料をも再検討して，
あの補論を全面的に書き改めたものである．その際に旧稿の内容を一部変更したけれども，改稿個所
を一々注記しなかった．ご了解を乞いたい．
本稿作成の過程でさまざまに配慮してくださった，多くの個人・機関に対して深く感謝する．とく
にユルゲン・レーマン氏（オットー・レーマン長男，ヴァルトハイム市在住）は多くの資料を送付
し，さまざまな質問に回答してくださった．同氏からの資料（以下では一括してレーマン関係資料と
呼ぶ）と回答によって，初めて本稿は執筆されえた．また，瀬戸武彦教授，高橋輝和教授，有道惇教
授，石坂昭雄教授，渡辺尚教授，永岑三千輝教授，太田仁樹教授，榎本泰子助教授，堤諭吉氏はじめ
久留米市教育委員会の諸氏，星昌幸氏（習志野市教育委員会），ディルク・ファン＝デア＝ラーン氏
（ドイツ東洋文化研究協会），ミヒャエル・ラウック博士，ゲリンクスヴァルデ市戸籍部，ランゲン
ヴァイスバハ村役場，ヴァイセンブルク市戸籍部，ドレースデン市立文書館，フライベルク市立文書
館，ザクセン州立ライプツィヒ文書館，テュービンゲン大学図書館，バイエルン州立図書館，ヴュル
テンベルク州立シュトゥットガルト図書館，対外交流研究所図書館（シュトゥットガルト），オース
トリア国立図書館は重要な文献と貴重な資料を示され，あるいは，数多くの教示を与えられた．文
献・資料・教示に関するこれらの配慮についても原則として一々注記しなかった．ご了解を乞いた
い．さらに，下野克已教授，黒川勝利教授と岡山大学経済学部資料室は，文献の検索と収集に配慮さ
れた．
本稿で言及された捕虜は，姓の原綴のアルファベット順に第４節にまとめた（レーマンを除く）．
綴り字に異説がある場合，原則として俘虜名簿に依拠した．また，本稿の引用文献は省略形で示し，
その完全形は一括して，第５節に掲げた．収容所と本籍地に関して俘虜名簿 １９１５を引用する場合，
ページ数の後の［①；②］の①に収容所名を，②に「本籍地」を記し，俘虜番号は省略した．俘虜名
簿 １９１７においては，俘虜名簿 １９１５と異なる，①ないし②のみを示した．第４節の人名目録と第５
節の文献目録は便宜上，松尾 ２００３のそれを兼ねている．
（注１）第一次大戦に際してドイツ東洋艦隊の主力は，数隻の小艦艇だけを青島に残して，青島を離れ，東航して本国を
目指した．しかし，マジェラン海峡を通過後，１９１４年末にイギリス艦隊によって撃滅された．
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（注２）皇太子フランツ・フェルディナント大公（１８６３－１９１４）は，１８９３年に日本を公式訪問し，３週間以上滞在した．
その間に明治天皇と会見した．大公を日本まで運んだのが，進水して間もない皇后エリーザベト号であった．同艦は
合計６回，日本を親善訪問した．１９１４年夏にも上海から日本に出発する予定であった．しかし，日本とオーストリア
が戦争状態に入ると，本国からの命令によって同艦は青島に向かい，青島要塞司令官の指揮下に入った．パンツァー
１９８４，pp．８７－８９，１６１－１７２，２０９－２１０，２６５；習志野収容所 ２００１，pp．７，１０，１２－１４．さらに，瀬戸 １９９９，
p．１０８を参照．
（注３）瀬戸 １９９９，pp．１０７－１０８；瀬戸 ２００１，pp．１３９－１４０．大戦開戦時の海兵第６中隊と同第７中隊は主として予備
召集兵から構成されていた．瀬戸 １９９９，p．１０８． 青島に急遽召集された人々の中に，中国・上海工部局管弦楽団
の音楽家，ハンス・ミーリエス，ヨハネス・プレーフェナー，パウル・エンゲル，マックス・ガーライスとベルトル
ト・クレーバーがいた．上海に飛んで，同市档案館の資料を調査してくださった榎本泰子助教授の教示によれば，上
海工部局年報 １９１４，p．１２４Ｂの管弦楽団指揮者報告は次のように述べている．「当年後半に楽団の構成に関する大き
な変化が生じた．戦争のために数人の団員音楽家が減少した．そのうち４人は日本に収容されており，１人は青島で
殺害された」．青島で戦死した団員は，同年報の１９１２年と１９１６年との比較からＢ．クレーバー（１９１２年１０月入団）で
ある．これは，ドイツ軍が埋葬した B. K. クラッヒャー（あるいはクレーバー．海兵第２中隊後備二等兵．遺族住所
テューリンゲン・ネーゲルシュテット）である．俘虜名簿 １９１５，p．７１；俘虜名簿 １９１７，p．７１．日本に収容されたの
は，下記の４人である．俘虜名簿（そのページ数・関連記載事項，および，関係文献は本稿第４節各項を参照）によ
れば，ミーリエスは膠州砲兵大隊第５中隊の後備・軍楽下士官（一方でドイツ海軍官階表の軍樂曹長から，他方で一
等兵曹などからの類推）であった．Ober−が付かない，彼の軍階級は，本稿第３節（注１４）のＨ．ハンゼンよりも下
であった．瀬戸 ２００１，pp．１０５－１０６［後備・二等軍楽手］；習志野収容所 ２００１，pp．６０－６１，１７９［上等兵曹］．プ
レーフェナーは海兵第４中隊の後備・二等兵であった．それに対して，エンゲルは海兵第７中隊の，ガーライスは海
兵第６中隊の二等兵であった．しかし，日本側の後の一資料，俘虜患解放表 １９２０はこのエンゲルを現役兵ではな
く，「後備海軍歩兵卒」としている．それに関連して，海兵第１中隊フリードリヒ・タイレの身分も変動した．彼は
俘虜名簿 １９１５ p．５８で予備一等兵とされ，俘虜名簿 １９１７，p．６０では一等兵とされている．
（注４）ここで，青島で捕虜となったドイツ軍人，と記したが，この表現はもちろん厳密でない．青島捕虜はドイツ軍人
以外の人々を含んでいたからである．第１は，ドイツ国籍を持たない軍人である．彼らの多くはオーストリア軍艦，
皇后エリーザベト号の乗組員であった．その他の軍人として，特殊な事情によって連合国側の国籍を開戦時にすでに
持っていた人も，収容されていた．さらに，大戦中に，あるいは，講和条約によって連合国側となった国・地域の出
身者もいた．第２は，ドイツ国籍を持つ，一群の「文官」である．俘虜職業調 １９１５の序言は，俘虜合計４，４００人余
りのうち現役軍人軍属が３，３００人余りで，比率にして７割５分，官公吏が約２００人で，４分と述べている．俘虜職業
調 １９１７，p．１では，俘虜合計４，６５１人のうち現役軍人軍属３，３００人余りで，比率にして７割１分，官公吏約２００人で
４分となっている．そのうち，Ｏ．ギュンター，Ｈ．ハック，Ｊ．ユーバーシャールなど６人は，俘虜名簿 １９１７
［外交史料館所蔵本］の將校竝同相當の節に手書きで文官と追記されている．しかし，同節には，膠州総督府所属
で，軍階級を持たない人が，さらに幾人も記載されているけれども，これらの人々には文官の追記がない．また，
ハックとユーバーシャールは，本稿第４節で記すように，予備中尉，青島防衛軍情報部通訳であった．第３に，青島
陥落の１９１４年１１月より遥かに遅れて日本に送られた捕虜もいた．本稿第４節のＯ．ギュンターとＫ．ユッフハイムを
参照．なお，３点を追記する．（ ）ジーメンス＝シュッケルト電気㈱東京支社長ハンス・ドレンクハーンは１９１５年
１０月の報告書で，日本に収容されている士官・下士官・兵士，４，５８５人の外に，なお青島に収容されている兵士７
人，日本に収容されている「公務員その他」〈計８９人〉を挙げている．（）久留米俘虜収容所長によるドイツ士官殴
打事件（１９１５年１１月）に際して，収容所当局と日本陸軍省に抗議文を提出したのは，獨將校及官吏であった．
（）板東収容所には１９１９年１月１日に１，０２８人が収容されていた（オーストリア国籍者はいなかった）．圧倒的多
数は軍人であった．その中でＭ．ツィンメルマンなど６人はドイツ国籍を持たなかった．他の６人は，軍籍を持つド
イツ市民＝軍属であった．ドイツの文官・一般市民も９人いた．文官の中にはＯ．ギュンターが含まれていた．以
上，冨田 １９８１，p．２９；冨田 １９９１，pp．９８－１００；林 １９９２，p．２９；板東収容所 ２０００，p．２２；瀬戸 ２００１，p．５８．
（注５）俘虜名簿 １９１７として，防衛研究所図書館所蔵本と外交史料館所蔵本とが知られている．前者には追加記載がほ
とんどない．後者には一部の捕虜について，「文官」，１９１８年８月の移動後の収容所名などの追加記載（手書きあるい
は押印）があり，これらはきわめて有用である．しかし，追加記載が常に正確であるとは限らない場合については，
本稿第２節（Ⅰ）（注６）のＦ．ペーベルと松尾 ２００３，第６節（注３）の H. v.シュトランツを参照．俘虜名簿
１９１７の初版が俘虜名簿 １９１５である．１９１５年版の複写本は久留米市文化財収蔵館に所蔵されている．私見では，これ
は以下の特色を持つ．第１．同書の６８ページは，戦闘終結から１０ケ月後の１９１５年９月に青島で収容された後備軍兵士
（Ｋ．ユッフハイムなど）を，一括して記載している（彼らは俘虜名簿 １９１７では，他の捕虜と区別されていな
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  研究史から見た久留米「収容所楽団」指揮者オットー・レーマン
（Ⅰ）久留米収容捕虜と日本人との交流 音楽を巡って 
久留米俘虜収容所は，日独戦争に伴う，最初の捕虜収容所として１９１４年１０月上旬に設置された．当
初は士官は梅林寺に，下士官・兵士は日吉町本所に分散収容された．捕虜の増加に伴って，同年１１月
に下士官・兵士用の高良台支所が増設され，すべての士官は篠山町支所に収容された．これら３ケ所
は１９１５年６月８日にバラック収容所に統合された．その翌日には熊本収容所の捕虜全員と福岡収容所
の捕虜の一部も，ここに移された．そのために，統合された久留米収容所の収容人員（約１．３千人）
は，青島捕虜を収容する収容所の中で最大となった．１９１８年８月に久留米収容捕虜中の１９０人が，板東
（９０人），習志野（５０人）など４収容所に移された．しかし，その後も久留米の収容人員（約１．１千
人）は最大であった．
久留米収容所と外部との境界を見てみる．分散収容時代には竹矢来が収容所を囲んでいた．それに
対して，統合以後のバラック収容所は高さ２メートルの板塀によって密閉されていた．さらに１９１６年
１０月には，同じ高さの鉄条網が板塀の外側に張り巡らされた（１）．久留米収容所は青島捕虜の管理に関
い）．第２．この複写本には，一部の人の「本籍地」の項に，印刷された本籍地地名を抹消することなく，街路・番
地が手書きで追記されている．この追記は，当該人物が，日本側に本籍地と申告したと同じ市・村の，追記された街
路・番地に，解放・帰国後に居住したこと，を示すであろう．第３．一部の人には，本籍地の後に，それと異なる集
落名が手書きで併記されている．例えば，４ページのＥ．ヴィルでは天津／ハンブルクである．このように追記され
た地名は，解放・帰国後の居住地と考えられる．第４．１４ページのＷ．ドゥンケルには「１９６８年没」と追記されてい
る．したがって，複写本の原本は少なくとも１９６８年まで書き足されたはずである．いずれにせよ，第２，第３，第４
のような具体的事実を書き込んだのは，解放後の青島捕虜の消息を追跡した人（おそらくドイツ人）であろう．
初版および改訂版俘虜名簿の記載内容は私見によれば次の問題点を持つ．（ ）本節（注３）で示唆されたように，
それが現役軍人として記載している捕虜の中に，予備・後備役軍人が含まれるかもしれない．逆もありうる．（）
俘虜名簿で「本籍地」はドイツ語の「ハイマートの場所」と同義とされている．しかし，後者は必ずしも出生地では
ない．ミヒャエル・ラウック博士の教示による Ronald Lutz（電子版）とザクセン州立ライプツィヒ文書館の教示に
よれば，ドイツ帝国では社会福祉政策の一環として「ハイマートの権利」が規定されていった．この権利を出生，婚
姻，長期滞在によって，ある自治体で獲得した人だけが，社会福祉上の救助をその自治体に請求できた．しかし，法
律は「ハイマートの場所」を規定していない．ドイツ帝国で生まれた人，６０百万人の内，１９０７年には４８％が出生地以
外に居住していた．したがって，日本軍当局から「ハイマートの場所」を質問された青島捕虜は，出生地（それが現
在の家族居住地である場合もある）か，あるいは，出生地と異なる召集前居住地（現在の家族居住地）かを回答した
であろう．「本籍地」が常に出生地とは限らない，いくつかの事例については，松尾 ２００２，第７節を参照．
俘虜名簿１９１７の２種，俘虜名簿１９１５，さらに，多数の資料を私は瀬戸武彦教授のご厚意によって読むことができた．
（注６）外交史料館所蔵俘虜名簿 １９１７，p．２には，Ｏ．ギュンター（俘虜番号４，７１５）が手書きで追加記入されてい
る．俘虜名簿 １９１５，p．２も同じである．両者の筆跡はもちろん異なる．瀬戸 ２００１，p．５８によれば，この番号が俘
虜番号の最大数値である．青島捕虜の総数に関する諸説は，松尾 ２００２，pp．７－８；久留米収容所 ２００３，p．１５５
を参照．
（注７）青島捕虜の軍階級はドイツ海軍官階表に依拠して，本稿では大きくまとめ，兵科による区別を省略した．同表
で，劍アル下士官（その多くは准士官）と劍ナキ下士官は，さまざまに区分されていた．海兵大隊では前者は曹
長と曹長補，後者は軍曹と伍長であった．本稿は，これらすべてを一括して，下士官とした．また，上等兵（海兵大
隊），一等卒，一等水兵などは一等兵に，卒（海兵大隊），二等卒，二等水兵などは二等兵にまとめた．
（注８）俘虜名簿 １９１５，p．３５［久留米；ゲリンクスヴァルデ；俘虜番号５７１］；俘虜名簿 １９１７，p．３６．さらに，瀬戸
２００１，p．１００［久留米］；松尾 ２００２，p．４０（第１表１１１）を参照．
（注９）松尾 ２００２，pp．１１６－１２２．
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して，とくに統合以後は厳格であった（２）．そのために久留米収容捕虜は日本人との交流を，大きくは
発展させることができなかった．音楽に関わる日独交流として次の事実が知られている．
（１）ティンパニーを巡る交流．久留米収容所「シンフォニー・オーケストラ」の指揮者Ｋ．フォー
クトは，久留米最初の管弦楽団，共鳴音樂會の団員にティンパニーの製作法と演奏法を伝授した．ま
た，陶器の水瓶を利用して，収容所で製作され，使用されていたティンパニーは，ホルンとともに捕
虜の解放・帰国に際して九州帝國大學管弦樂團に売却された（３）．
（２）交歓音楽会．捕虜の解放が近づいた１９１９年１２月３日に，捕虜たちは久留米高等女學校に招待さ
れた．生徒・教員の他に，いくらかの日本人も出席していた．ここで女生徒は薙刀術を披露し，捕虜
は音楽を演奏した．ドイツ側のプログラム（４）によれば，この交歓音楽会で指揮したのは，ヘルトリン
クとレーマンの２人であった．また，曲目はモーツァルト，ヴァーグナー，メンデルスゾーンなどの
作品であり，さらに，ベートホーフェン（ベートーベン）作曲交響曲第９番の第２・第３楽章であっ
た．後者は，「日本の聴衆が部分的にしろ，≪第九≫に接した最初の機会（５）」であった．捕虜クルー
ゲの日記によれば，一生徒の要望によってシューベルトのセレナーデも演奏された．演奏した捕虜
は，日本側記録で４３人あるいは４５人，「クルーゲ日記」で３０人（独唱者 Fr．ペーベル（６）を含む．譜面
台は１６）であった（７）．
（３）独逸人演芸会．１９１９年１２月１９日から２１日まで，久留米の惠比壽座で獨 人演藝會が催された．
主催は久留米市役所，市育會と愛國婦人會であった．捕虜たちが日本人観客の前で演じたのは，日
本側記録でヴァイオリンの合奏，一幕物の喜劇，数番の獨唱・舞踏，曲藝・立・拳闘，トーニーで
ある．「クルーゲ日記」によれば，演目はオーケストラ（行進曲），笑劇レアンダー，バラエティー
ショー，オーケストラ（ロザムンデ，オベロン，ローエングリン第３幕，行進曲２曲），悲劇トーニ
であった．出演者は日本側記録で「約百名」であった．レーマン関係資料の一つ，恵比寿座演芸会参
加者名簿（松尾 ２００３ ，第５節を参照）からは，演劇・音楽出演者，「曲芸師」，技術担当者，写真
家，通訳を合計して，１０７人と推定される．主たる音楽指揮者はレーマンであったであろう．上記参
加者名簿の音楽の部に彼が筆頭で記載されているからである（８）．
（注１）久留米収容所 １９９９，pp．１，３，５－６，１４，２３，１７，３５；久留米収容所 ２００３，pp．１，３－５，１０，１４，
９１，１７８－１８１．「クルーゲ日記」によれば，クルーゲは最初は寺〈すなわち，日吉町本所〉に収容された．彼は「黒
い板塀を見つめて…，だんだん変な気分になって」いった．久留米収容所 ２００３，p．１０７．この叙述の前後の文章は日
吉町本所に関わる．しかし，日吉町本所でくつろぐ彼の写真（久留米収容所 ２００３，p．１３６）の背景は，板塀ではな
く，竹矢来である．
（注２）青島捕虜による久留米収容所の評価については，冨田 １９９１，pp．５６，３０５；久留米収容所 １９９９，pp．５，９；
横田 ２００２，pp．８９－９５；久留米収容所 ２００３，pp．６－１３を参照．「元捕虜たち」の情報に基づく書物，『青島俘虜郵
便必携』（１９６４年刊）から，冨田 １９９１，pp．５６－５７は「過剰人員と待遇不良のためもっとも悪名高い」久留米収容所
について，次の事情を紹介している．「将校と下士官との交流は禁止され，１９１７年３月１５日と１０月２６日の収容所命令
によると…（２人の下士官）が，将校と話したとの理由で，それぞれ３日と２日の重営倉をうけた」．また，合唱は
禁止され，演劇と音楽会は「月に１度だけ」許された．確かに，士官と下士官・兵士との「交」あるいは「會談」
に関して，１９１７年３月の上記重営倉処分は，堤諭吉氏の教示によれば，『歐受大日記』（防衛研究所図書館），同年５
月に記録されている．また，同じ理由によって同年１０月に，士官２人と下士官１人が重謹慎２日で，下士官・兵士１
人ずつが重営倉４日で処罰された（上記資料，同年１１月）．ところで，「月に１回だけ」という制限規定の下で，音楽
会はどのように開催されていたのであろうか．上記のように士官と下士官・兵士との交通・会談が禁止された月と翌
２１９久留米「収容所楽団」指揮者オットー・レーマンの生涯
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月について，収容所の音楽会の回数を数えてみる．発見されたプログラムによれば，演奏会は１９１７年３月に２回，４
月に３回（うち収容所楽団１回）であり，同年１０月に２回（収容所楽団１回），１１月に１回である．久留米収容所
２００３，pp．５４－５７．さらに，収容所楽団は，１９１７年３月こそ０回であるが，４月に３回の，１０月に４回の，１１月に３回
の演奏会を開いたことが，収容所楽団収支決算書から判明する（松尾 ２００３ ，第２節を参照）．この事実とあの制
限規定との乖離は何を意味するのであろうか．
（注３）久留米収容所 １９９９，pp．１４，１３１；横田 ２００２，pp．１２５－１２８，１４２－１４３，１４７，１９０；久留米収容所 ２００３，
pp．１６９－１７０．
（注４）この音楽会のプログラムに関する久留米収容所 １９９９，pp．７５－７６；久留米収容所 ２００３，p．８３の表示は，正確
さに欠ける．まず，後者，久留米収容所 ２００３は指揮者等の欄にヘルトリンク＊，レーマン，ナックの３人を列挙し
ている．そのプログラム原本のコピーによれば，この音楽会（楽団名は不記載）の指揮者はヘルトリンクとレーマン
の２人であり，ナックは第２曲，《カヴァティーナ》のヴァイオリン独奏者であった．前者，久留米収容所 １９９９で
は，ナックは《カヴァティーナ》の項に記されている．しかし，彼についてはヴァイオリン独奏と記されるべきであ
る．横田 ２００２，pp．１２１－１２２を参照． 久留米市文化財収蔵館のこのプログラムは貴重な資料である．「この演奏
会は，我々が解放直前に久留米の女学校で催すことを許されたもので，そこで私はピアノを弾いた」，との文章が欄
外下方に記され，エーリヒ・フィッシャーが署名しているからである．彼の名は交歓音楽会のプログラムに記されて
いない．久留米収容所における１９１９年２月２日の「音楽の夕べ」プログラムによれば，Ｅ．フィッシャーはピアノを
演奏した．フィッシャーは収容所楽団の団員ではなかった．久留米高女での交歓音楽会で彼は，楽器の不足を補うた
めに，ピアノを弾いたのであろう． ＊ゲオルク・フォン・ヘルトリンク男爵の本籍地は俘虜名簿によればヴュル
ツブルクであった．この男爵として，ドイツ貴族系譜書（Gotha, Freiherr 1939, S. 209）から２人が浮かび上がる．１８８３
年生まれのゲオルク・M. J. K. （出生地ヴェルトハイム）と１８８８年生まれのゲオルク（出生地リピク）である．２人の
出生地はいずれも俘虜名簿の本籍地ヴュルツブルクと異なる．他方では，海兵隊少尉ゲオルク・フォン・ヘルトリン
ク男爵は，Ehrenrangliste 1930, S. 1075によれば１８８８年生まれである（出生地は不記載）．したがって，久留米のヘル
トリンクは，ゲオルク・M. J. K.ではなく，リピク（クロアチアの村．Ritter 1906, S. 81）生まれのゲオルクである．
（注５）久留米収容所 ２００３，p．４１．「いわゆる《第九》を部分的にもせよ，日本人の聴衆が耳にしたのはこれが始めてで
あろう」．久留米収容所 ２００３，p．８３．「まさにこの一九一九年（大正八年）十二月三日こそ，日本人が始めて第九の
真ん中の二つの楽章を聴いた日だった」．横田 ２００２，p．１２２．「日本で最初に〈第九の〉「喜びの歌」が響いたのは徳
島ドイツ人俘虜収容所であり，彼らが板東収容所に移って，女声パートを男声で歌ったとしても，文字通り「初め
て」第九が全曲演奏された〈１９１８年６月〉．俘虜収容所という特殊な環境でなく，ふつうの日本人社会において「初
めて」演奏された第九は，第二，第三楽章だけだったとしても，久留米高等女学校でだった．だが，これも久留米収
容所のドイツ人オーケストラが交歓会に出向いて演奏したのである．そして，日本人が「初めて」第四楽章の「喜び
の歌」を演奏したのは九大フィルであり，場所は福岡市記念館であった〈１９２４年１月〉．日本のオーケストラと合唱
団が「初めて」第九を全曲演奏したのは，指揮者こそドイツ人であったが，東京音楽学校だった〈１９２４年１１月〉…．
また，日本で「初めて」第九の演奏を聴いた日本人は，それが第一楽章だけだったとしても徳川頼貞侯であり〈板東
収容所，１９１８年８月〉，続いて第二，第三楽章を「初めて」聴いたのは久留米高女の女学生たち，最終楽章の「喜び
の歌」を「初めて」耳にしたのは福岡市記念館の聴衆だった」．横田 ２００２，p．２６６．
（注６）久留米収容所 １９９９，p．７６；横田 ２００２，p．１２２；久留米収容所 ２００３，p．８３．ペーベル姓の青島捕虜は１人しか
いなかったから，これは海兵第３中隊一等兵のフリッツ・ペーベルである．彼は久留米高女の交歓音楽会ばかりでな
く，レーマン関係資料の一つによれば，恵比寿座演芸会にも出演した．ところで，彼は，俘虜名簿 １９１５，p．４４では
久留米収容であるけれども，俘虜名簿 １９１７，p．４６では，板東へ移動，と追記されている．この移動が集団として実
施されたのは，１９１８年８月であった．しかし，収容換俘虜 １９１８はペーベルを記載していない．解放直前の１９１９年末
になって，彼だけが板東に移されたとは考えにくい．これによって，外交史料館所蔵本俘虜名簿の追加記載への信頼
性がいくらか損なわれる．
（注７）交歓音楽会について，久留米収容所 １９９９，pp．１４，３９，７５－７６，７８－７９，９９－１００；横田 ２００２，pp．１２０－
１２３；久留米収容所 ２００３，pp．８３，９８－９９，１２０，１８４を参照．「第九」の中間部２楽章の指揮者はヘルトリンクであ
ろう．彼は２日後の「第九」全曲演奏（本節（Ⅱ）（注１８）を参照）の指揮者と目されているからである．交歓演奏
会で「第九」以外の大部分を指揮したのは，レーマンであろう．この音楽会の演奏団体は明示されていない．日本側
記録と「クルーゲ日記」による，その団員数は，収容所楽団の正規団員数と団員名簿の団員数（松尾 ２００３ ，第１
節・第２節を参照）よりも遥かに多い． 「クルーゲ日記」から関連部分を引用する．解放・帰還を巡る，１９１９年
「最後の数週間の騒ぎの中で，いくつか嬉しい出来事もあった．１２月初旬に我々のオーケストラが久留米の女学校か
ら…招待を受けたのだ」．〈収容所〉事務所が「３０人と１６の楽譜台」の許可を与えたので，我々は「驚く事に歩哨なし
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（Ⅱ）久留米収容所内の音楽活動
音楽を巡る日独交流の基礎は，久留米収容所内の活発な音楽活動であった．久留米収容所の音楽会
は１９１５年６月の統合以後，士官食堂すなわち第１号バラック（１）で開かれていた．１９１８年８月に１９０人の
捕虜が久留米から他の収容所に移された後，居住棟の再編が行なわれた．そして，空き家にされた第
１６号バラックが，音楽・演劇などの活動拠点となった（２）．気象条件が良い場合には，中央広場の音楽
堂も利用された（３）．
１９１８年末に第３回久留米収容所美術工芸展覧会が開催された．展覧会案内書 １９１８は所内の音楽活
動を次のように解説している．展覧会に陳列されている音楽会プログラムから，所内で行なわれた演
奏会の内容が一覧されうる．久留米「収容所楽団」は，「ホボイスト（４）」Ｏ．レーマンの主宰＝指揮
の下にある弦楽器奏者１３人からなる．これは主に陽気で平易な音楽を毎週日曜日に戸外で演奏してお
り，すでに１００回目の演奏会を開いた．もう一つの管弦楽団は，レーマンの楽団を中核として，士官
その他も参加した「シンフォニー・オーケストラ」である．その団員数は約４０人にまで増加してき
た．金管楽器が最近補充されたので，楽団の楽器別構成はヴァイオリン１７，ヴィオラ６，チェロ６，
で，陸軍軍曹一人に率いられて出かけた」．女学校の体育館における「古来の女流剣道」の演習を「描写するのは難
しいが，そのこなれた愛らしい動きは我々に大きな喜びをもたらしてくれた．そして立派な講堂に向かう」．「プログ
ラムはドイツ語で印刷してあったので，それぞれの出し物の前に通訳が黒板に題名や作曲家に相当する言葉を書い
た．さて，コンサートが始まった．…少女たちが本当に音楽を楽しんだのか，ドイツのお客様に礼を尽くそうとした
だけなのか，私は分からない．とにかく一曲ごとに，割れるような，しかし統制された拍手が起った．そしてプログ
ラムは長かったのに，最後の瞬間まで緊張して注目が保たれた．それどころか特別演奏項目もあった．小さな音楽家
の少女がある楽譜を持ってきて，はにかみながら「この曲」を演奏してくれないかと尋ねたのだ．それはシューベル
トのセレナーデだった．通訳がそれを黒板に書くと，席中にどよめきが伝わった．アアとかオオと言う声や囁き声が
した所を見ると，この曲は明らかによく知られているらしかった．拍手もそれに相応してもっと大きかった．コン
サートの後，…〈我々は〉一人ずつ献呈の辞の付いた絵葉書を記念にもらった」．「我々はこうした楽しい日々の後，
生まれ変わったようになった．ついにこの檻〈収容所〉から逃れて，人々の間に混ざったのだ．プロイセンの下士官
の悪口を人は言うかもしれないが，日本の場合はもっとひどい．なぜなら日本の下士官と一般民間人の差がもっとひ
どいからだ．この〈女〉学校では我々を完璧な好意を持って扱ってくれた．そして日本の一般民間人と接したところ
はどこでも同じであった」．久留米収容所 ２００３，pp．１１９－１２１．なお，「ドイツ語で印刷」されていた，と「クルーゲ
日記」に表現されている，「女学校講堂コンサート」の曲目は久留米収容所 １９９９，pp．７５－７６；横田 ２００２，
p．１２２；久留米収容所 ２００３，p．８３にある．
（注８）久留米収容所 １９９９，pp．１４，４０，１０１；横田 ２００２，p．１２４；久留米収容所 ２００３，pp．９７－９８，１２１，１８４．この
時の演奏会プログラムは残されていない．久留米収容所 １９９９，p．７６；久留米収容所 ２００３，p．８４を参照．この演芸
会と久留米高女での演奏会は久留米収容所楽団収支決算書にも記録されていない． 「かく多數の〈約百名の〉獨
人が一堂に集まり，…得意の藝術を演ずるのは我邦に於きましては珍しき事で，今後とても容易に出來ない事と存
じます」，と開催趣旨書は誇っている．上演時間として５時間が予定された．「舞台の背景その他一切の諸具」には
「捕虜の制作品」が用いられた．演芸会初日の様子を同月２１日付の地元新聞，『福岡日日新聞』は次のように伝え
た．「開幕間際にはに滿員札止めの盛況を呈し」た．「男女老幼一千餘名の觀客は言葉ぜぬ爲何が何やら薩張り分
らず，（中略）小首傾けつゝも，そこは獨崇拜の集りだけあって，喝采鳴りも止まず」．久留米収容所 ２００３，
pp．９７－９８．この演芸会について「クルーゲ日記」には次のように記されている．１９１９年１２月２０日から２２日まで，「師
団の反対にもかかわらず，我々のオーケストラが久留米の劇場で客演」した．上演時間は「午後３時から」「夜の９
時まで」６時間であった．「日本人はもう１０時にやってきて，午後１時には劇場は満員になった．我々「芸術家」
は，役者や女優や期待いっぱいの聴衆などいろいろな人々と触れ合えて，とても愉快だった．聴衆と役者はかなり親
密で，見物人が好奇心を押さえ切れなくなるとカーテンの下から舞台に潜り込んで，しばらく口と鼻を抑えて見つめ
ると，また満足して自分の席に帰って行った」．久留米収容所 ２００３，p．１２１．
２２１久留米「収容所楽団」指揮者オットー・レーマンの生涯
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コントラバス１，フルート２，クラリネット２，ホルン２，トランペット２，バステューバ１，ティ
ンパニー１，ピアノ２，オルガン１となった．主宰＝指揮者は１９１５年夏から１９１６年夏まではヘルトリ
ンクであった．１９１６年１２月からはＫ．フォークトである．時にはツァイスが指揮した．その演奏会は
ほぼ毎月１回開かれ，すでに３６回を数える．ベートホーフェン，モーツァルトの交響曲やヴァーグ
ナーの楽劇などが演奏された．室内楽は主としてＥ．ヴィルの主宰＝指揮の下で演奏される．フォー
クト，ヘルトリンク，レーマン，ヴァイセンボルンが収容所で作曲した曲は，所内で演奏された．ヘ
ルトリンク，フォークト，ツァイスは音楽教育も行なっている（５）．
久留米収容所に関して最近，すぐれた著作，久留米収容所 ２００３が刊行された．所内の音楽活動と
レーマンの関与の部分を私の観点から整理してみる．
第１に，「収容所所内での作曲活動は盛んで，幾度か発表演奏会が催されているし，普通のコン
サートに在所者の作品がまじることも稀ではなかった」．「音楽活動の重要な一環」である創作が，
「ないがしろにされなかった事に久留米の音楽活動のバランスのよさが窺える（６）」．
第２に，演奏会を見てみると，久留米では「足掛け５年間に２００回を超えるコンサートが催され
た」．久留米収容所 ２００３の「プログラムによる…演奏記録（７）」は，久留米収容所 １９９９の「音楽活
動一覧（８）」を補正したものである．前者の「演奏記録」によれば， 約１５０回分の演奏会プログラム
が発見されている（９）．最初の音楽会は１９１５年６月１３日（１０）に開かれた．それは，レーマン指揮の，あ
るいは，「オットー・レーマン主宰の楽団（１１）」の，「第１回プロムナード・コンサート」であった（１２）．
プログラムで日付の判る，最後の音楽会は解放直前，１９１９年１２月１４日の収容所楽団演奏会で，これ
の指揮者もレーマンであった（１３）．
音楽会では管弦楽曲が演奏されたばかりでなく，その間にしばしば歌曲や室内楽曲が挟まれた．さ
らに，「室内楽の夕べ（１４）」（１０回）と「歌曲の夕べ」も催された．歌劇・楽劇もしばしば上演された．
演奏団体を区別しないで，作曲家別の上演回数を合計すると，「筆頭」は３２日のベートホーフェン（１５）
であった．２５日のヴァーグナー（１６），２１日のモーツァルト，２０日のヨハン・シュトラウス（１７）がそれに続
いた．上演曲目の中でベートホーフェンの第九交響曲を取ってみると，最初の３楽章が演奏されたの
は，１９１８年７月で，「板東〈収容所における全曲演奏〉に遅れること数ケ月」であった．全曲演奏は
解放目前の１９１９年末であった．しかも，その直前には中間部の２楽章が「久留米高等女学校での交歓
演奏会で披露され」た（１８）（１９）．
楽団の一つ，「シンフォニー・オーケストラ」は，１８年初めにはヴァイオリン１９，ヴィオラ４，
チェロ３，コントラバス１，フルート１，クラリネット１，ピアノとリードオルガンから編成されて
いた．ピアノとオルガンは，「管楽器その他の不足するパートを補った…」．この楽団は，「５０回を超
える」演奏会を催し，主として「古典的なプログラム」を演奏した．演奏「曲目を通観すると，古典
期から，ロマン派を経て，２０世紀初頭までのドイツ・オーストリアの作曲家の作品が圧倒的に多かっ
た…（２０）」．
収容所のもう一つの楽団，「収容所楽団」は，レーマンによって組織された．これは，「ヴァイオリ
ンを中心にした，少人数の編成」の「サロン・アンサンブル」であった．同楽団は，主に通俗曲の演
奏会を「週に１回」あるいは「毎週日曜に」開いた．演奏会の回数は通算で「１５０回を超えたであろ
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う」．つまり，同楽団の演奏会は，「数で言えば，全体の４分の３を占め」ていた．この楽団は，「歌
劇やオペレッタの音楽や行進曲など，趣味のいい娯楽音楽を…提供して捕虜の無聊を慰めた…」．楽
団が演奏した「ポピュラー音楽の出自」は「色とりどり」であり，ヨハン・シュトラウスを筆頭に，
「フランス，ドイツ，オーストリアから，イギリス，アメリカ，スペイン，ロシアにまで」跨ってい
た．「しかし，プログラム一覧に上がっている作品の作曲家と題名の大方が残念ながら現在でははっ
きりしない…」．また，「俘虜収容所に打ってつけの曲目として各種の行進曲が無数に演奏され，兵士
たちを鼓舞し，彼らの志気の維持に大いに貢献した…（２１）」．
（注１）久留米収容所 １９９９，p．４；久留米収容所 ２００３，p．２の収容所建物配置図を参照．
（注２）久留米収容所 １９９９，pp．１３－１４；久留米収容所 ２００３，pp．５，１９，４７．収容所楽団は１９１９年１月１９日に演奏会
を開いた．そのプログラムによれば，１０銭の席が１５０席，５銭の席が２００席あり，他は無料席であった．１９１９年２月１６
日の同楽団プログラムによれば，１０銭と５銭の２種類のプログラムが売り出されていた．なお，第３回美術工芸展覧
会も第１６号バラックで開かれた．久留米収容所 ２００３，p．９４および建物配置図（p．９５）を参照．
（注３）久留米収容所 ２００３，p．２の収容所建物配置図を参照．
（注４）ドイツ語の「ホボイスト」は一般的にはオーボエ奏者を意味する．しかし，ドイツ海軍官階表の用語法はこれと
異なる．この表で軍楽隊関係者のうち，軍樂長，軍樂師と軍樂曹長は准士官であり，一等軍樂手と二等軍樂手は下士
官である．さらに，軍樂生及喇叭兵は，一等兵と二等兵の両階級を含む，とされている．この中の二等軍樂手の一部
と軍樂生とが，官階表の原語でホボイストである．したがって，軍階級から見ると，ホボイストは下級下士官と兵士
とを含む．
（注５）Ausstellung−Kurume 1918, S. 28a−28b. さらに，冨田 １９９１，p．１０４；横田 ２００２，p．９８を参照． シンフォ
ニー・オーケストラ指揮者，フォークトの略伝は次のように述べている．フォークトは久留米に移った１９１５年後半か
ら，約２０人の弦楽とピアノの楽団を指揮して，週に２回練習した．１９１６年夏にはハルモニウム（木管楽器の代用）と
２台目のピアノが東京から入り，楽団員は５０人近くに増加した．１８年に吹奏楽器を東京から取り寄せ，６人の軍楽隊
員に演奏させた．ティンパニーは陶器の鉢に牛皮を張って作った．久留米収容所 ２００３，pp．１５３－１５４．この記述は，
本節に引用した展覧会案内書 １９１８のそれと完全には一致しない．なお，フォークトの本籍地は俘虜名簿ではニーン
ブルクである．ニーンブルクは，都市としては，アンハルト公国とプロイセン王国ハノーファー州にあった．Ritter
1906, S. 387. フォークトは，博士論文によればアンハルト公国のベルンブルク村出身（松尾 ２００２ ，p．１２３を参
照）である．それに対して，ディルク・ファン＝デア＝ラーン氏の教示によれば，彼の自伝は，彼がアンハルトの
ニーンブルクで生まれ，ベルンブルクで少年時代を過ごした，と記述している．久留米収容所 ２００３，p．１５３を参
照．したがって，学位論文の出身地は出生地としては正確でない．
（注６）久留米収容所 ２００３，p．４２．さらに，横田 ２００２，p．１０３を参照．なお，収容所内で作曲した人とその作品につい
て，久留米収容所 １９９９，p．１３；久留米収容所 ２００３，p．４２を，さらに，レーマンの作品については，本節（Ⅲ）
を参照．
（注７）久留米収容所 ２００３，pp．４７－８４．
（注８）久留米収容所 １９９９，pp．４２－７７．なお，本小節全体について，久留米収容所 １９９９，pp．１１－１４；横田 ２００２，
pp．９８－１０５を参照．
（注９）演劇活動については次の事実が知られている．発見されたプログラムによれば，久留米収容所劇団は１９１５年８月
１８日から１９１９年１２月１８日までに６０の作品を上演した．劇団の公演回数は５６日であり，上演に参加した人は９７人であっ
た．津村 ２０００，pp．３６－３９，４３－４５；久留米収容所 ２００３，pp．８６－８８．劇団の上演日一覧表を音楽会のそれと比較す
ると，第１に，劇団の第１回公演は第１回音楽会よりも２月遅い．第２に，上演日数は１９１５年に８日，１９１６年に１０
日，１９１７年に１１日，１９１８年に１０日，１９１９年に１６日である（同じ演目が３日連続して上演された場合は３日とし，１日
に２演目の場合は１日とし，月が印刷されていない月に２演目が上演された場合は２日として計算）．１７年の回数は
前年と翌年より，僅かながら，多い．これに対して，１７年の音楽会プログラムは，他の年と比較して，あまり多く発
見されていない．収支決算書から見た，収容所楽団演奏会の期日は松尾 ２００３，第２節を参照．
（注１０）１９１９年６月１５日（日）の収容所楽団演奏会（於中央広場）のプログラムには，非常に興味深い文言が印刷されて
いる．４年前，１９１５年６月１３日（日）の第１回演奏会を記念した，収容所楽団の演奏会，という文言である．したがっ
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て，１９１５年６月１３日の「第１回プロムナード・コンサート」は，収容所楽団の第１回演奏会であった．それは，プロ
グラムが発見されているかぎりでは，久留米収容所における第１回音楽会でもあった．
（注１１）久留米収容所 １９９９，p．２３；横田 ２００２，pp．１０２，１０５；久留米収容所 ２００３，p．１８０．
（注１２）１９１５年６月１１日の『福岡日日新聞』の記事，「大持ての引越俘虜－久留米俘虜の大觀 」は大音樂會の開催につ
いて報じた．久留米収容所 １９９９，p．８４．統合久留米収容所の発足以前には久留米の音楽活動はどうであった
か．まず，１９１５年１月１７日の『福岡日日新聞』が，音樂家フォン・ヘルトリン〈ヘルトリンク〉少尉による「俘虜の
演劇稽古－獨帝天長節賀準備」を報道した．久留米収容所 １９９９，p．８３．次に，捕虜イーザーローエは１９１５年１月
の日記に次のように記している．２６日：大帰営譜の「演奏に用いたのは，太鼓と笛とアコーデオンとティンパニーで
あった．最後に音楽演奏…」．２７日：皇帝誕生日に「収容所楽団が中庭で演奏」．２９日：「コンサート」．久留米収容
所 ２００３，p．１４０．同ページに掲載されている，１月２７日の写真には，ヴァイオリン１，ギター１，打楽器２と「手作
りチェロ」１の楽団が撮影されている．久留米収容所 ２００３，p．１９４の写真４６も参照．３月後の１９１５年４月２５日に
は，士官を収容する篠山町支所で，音楽会が開催された．久留米収容所 １９９９，pp．３，２３（「久留米収容所の最初と
考えられる音楽会」）；久留米収容所 ２００３，pp．３，１７９．１９１５年１月２７日の２枚の写真にはレーマンは写って
いない．本稿第３節（注２）を参照．
（注１３）この演奏会は収容所楽団の第１４４回コンサートであった．久留米収容所 １９９９，pp．１３，４０；横田 ２００２，
p．１０２；久留米収容所 ２００３，p．１８４．１９１９年の「最後の」日曜コンサートは，日付も指揮者も楽団も不明とされ
てきた．これは，収容所楽団収支決算書の同年１２月２３日の項に記載されている，レーマン指揮，収容所楽団の最終演
奏会であろう．松尾 ２００３ ，第２節（注１２１）を参照．
（注１４）室内楽団は「ヴィル博士によって指揮され，演奏家として１０人の名が上がっている」．最初の演奏会は１９１５年９
月１３日に，最後の第１０回は１９１９年１２月１２日に開かれた．久留米収容所 １９９９，p．１３．さらに，久留米収容所 １９９９，
pp．４２，７６；横田 ２００２，p．１０３；久留米収容所 ２００３，pp．４８，８３を参照．その主要な演奏曲目は，久留米収容所
１９９９，p．１３；久留米収容所 ２００３，p．４３を参照．
（注１５）ベートホーフェン作品の演奏曲目一覧表はさしあたり，久留米収容所 １９９９，pp．７８－８０を参照．横田 ２００２，
pp．－によれば，久留米で演奏された，ベートホーフェンの交響曲第１番，第５番，第７番と第８番は日本初演
であった．
（注１６）ヴァーグナー上演史における久留米収容所の意義については，久留米収容所 ２００３，pp．３９，４３を参照．
（注１７）「ポピュラーな演奏会のすべてのプログラムが見つかれば〈２０日という，ヨハン・シュトラウスの演奏〉頻度は
もっと高いものになるだろう」．久留米収容所 ２００３，pp．４３－４４．
（注１８）久留米収容所 ２００３，pp．４１－４３．久留米収容所 １９９９，pp．１４，５６，７５－７６，７８，８０；横田 ２００２，p．１１６；久留
米収容所 ２００３，pp．６２，８３によれば，ベートホーフェン「第九」の最初の３楽章は１９１８年７月９日（①）に，全４
楽章は１９１９年１２月５日（③）に演奏された．久留米高女での交歓演奏会は，すでに本節（Ⅰ）で言及したように，
③の２日前の１９年１２月３日（②）に行なわれた．演奏団体は①が「オーケストラ」（久留米収容所 １９９９，p．５６；久留
米収容所 ２００３，p．６２）であった．久留米収容所 １９９９，p．７８に記されているように，これはシンフォニー・オーケ
ストラを意味するであろう．②は久留米収容所 １９９９，p．７８によれば収容所楽団であるが，久留米収容所 １９９９，p．７５
と久留米収容所 ２００３，p．８３には，そして，プログラムにも，記載がない．その団員数については，本節（Ⅰ）を
参照．③は「実践楽友協会」（久留米収容所 ２００３，p．８３．ただし，横田 ２００２，pp．１１８－１１９ではシンフォニー〈・
オーケストラ〉であり，久留米収容所 １９９９，pp．７６，７８には記載がない）である．実践楽友協会はプログラムによ
れば，弦楽オーケストラ，四重唱クラブ，男声合唱団と管楽器を合わせたものであった．指揮者は①がフォークト
（久留米収容所 １９９９，p．５６；横田 ２００２，p．１１６；久留米収容所 ２００３，p．６２）であった．③はヘルトリンクと推
定されている（横田 ２００２，p．１２３；久留米収容所 ２００３，p．８３．ただし，久留米収容所 １９９９，p．７６には記載がな
い）．②はヘルトリンクとレーマンのどちらかであった．③と関連させると，②の指揮者はヘルトリンクであろう．
横田 ２００２，p．１２３．
（注１９）ここで２点を補足する．（）不足する楽器は手作りで補われた．手製のチェロや，「水ガメを利用したティンパ
ニー」などである．ヴァイオリンの「弦などの消耗品はシーメンス会社＊を通じて入手」した．以上，久留米収容所
１９９９，p．１４．楽団の「楽器の多くは，捕虜が青島から携帯を許されたもので，中には，青島港内で自沈したオース
トリアの巡洋艦「皇后エリーザベト」に搭載されていた弦楽器類も含まれていたようだ．そのほか，…アメリカ在住
のドイツ系市民からの救援物資にも，…楽器・楽譜の差し入れが多く含まれていた．これについては，アメリカのド
イツ語新聞にそのような呼びかけの記事が掲載されていた」．「オーケストラにとって，必需品である弦楽器の弦や，
さらにはドイツ，オーストリアで印刷される楽譜そのものも東京の十字屋や大阪の三木楽器店を通じて入手していた
注文書が見つかっている」．以上，久留米収容所 ２００３，p．４０．＊ジーメンス㈱のドレンクハーンは１９１８年４月
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（Ⅲ）久留米におけるレーマンの音楽活動
オットー・レーマンは，本節（Ⅰ）で記したように，久留米収容捕虜と日本人との交流に一定の役
割を果たした．すなわち，解放直前に行なわれた，久留米高女での交歓音楽会と恵比寿座での独逸人
に，久留米収容捕虜に対するヴァイオリン糸の寄贈を俘虜情報局に願い出て，許可された．久留米収容所 １９９９，
p．３４．なお，楽譜・弦の購入については，松尾 ２００３ ，第３節 Ⅰを参照．（）「１０００人を超える収容者のなかで，
およそ５０人ばかりの楽団関係者は，演奏を通じて，時には精神の糧を，時には無聊を慰める癒しを同僚たちに与え続
けた．そして，彼ら自身はといえば，とくに古典的な曲目を練習し，演奏することによって，それらを創造した偉大
な精神にじかに触れ，その都度，魂が再生する喜びにひたることができたと，感じていたのではないかと思われ
る」．久留米収容所 ２００３，p．４５．
（注２０）久留米収容所 ２００３，pp．４０－４４．さらに，横田 ２００２，p．１０２を参照．初めて金管楽器が使用されたのは，１９１８年
１２月の第３回美術工芸展覧会開催記念音楽会においてであった．久留米収容所 ２００３，p．６７．なお，久留米収容所
１９９９，p．１２は，同楽団の団員を，「収容所楽団の十数人を加えた４０人程」としている．同じページに記された，１９１８
年初めの楽器構成は本節本文の記述と同じである．冨田 １９９１，p．１０４と久留米収容所 １９９９，p．１２は，１９１８年末に
なると，編成はヴァイオリン１７，ヴィオラ６，コントラバス１，フルート２，クラリネット２，ホルン２，トラン
ペット２，バステューバ１，ケトルドラム１，ピアノ２，オルガン２となった，と述べている．すでに引用した展覧
会案内書 １９１８の記述を考慮すると，ここにはチェロ３が脱落しており，オルガンは１であろう．シンフォ
ニー・オーケストラの事実上最初の音楽会は，１９１５年７月２１日に行なわれた．「オーケストラ・コンサート」名称の
最初は１９１６年４月９日であり，最後（第４０回，とされている）は１９１９年９月２９日であった．久留米収容所 １９９９，
pp．４２，７２；久留米収容所 ２００３，pp．４７，５２，７９．また，横田 ２００２，pp．１０１，１０６を参照．横田 ２００２，pp．１１８－１１９
は，「第九」の１９１９年１２月５日を最終演奏会としている．
（注２１）久留米収容所 ２００３，pp．４０，４４－４５．収容所楽団の名称による第１回演奏会は，１９１５年１２月５日であった．久留
米収容所 ２００３，p．５０．レーマン指揮（ないし主宰）の第１回演奏会の日付は，すでに本小節本文で言及した．最後
の演奏会の日付については，本小節（注１３）を参照．松尾 ２００３ ，第２節で紹介する収容所楽団収支決算書は，演
奏会（プログラム未発見のそれを含む）の開催年月日を詳細に記録している．久留米収容所 １９９９，pp．１２－１３
によれば，「収容所楽団は弦楽五重奏団を基礎として，次第に１３の弦楽器の楽団へと成長した」．同楽団は，「自ら主
催するコンサートの他，劇での演奏やグリークラブや合唱団とも一緒にコンサートを」行なった．１４４回という「演
奏会の多さからこの楽団の活動が，収容所の音楽活動の中心的な位置を占めていたと考えられる」．同楽団は「１９世
紀末から２０世紀初めの人気のある曲」を主として演奏した．久留米収容所 ２００３，p．４８でも，「所内の楽団は，自主
公演のほか，…祝典，演劇公演などの催しにも賛助出演した」，と述べられている．具体例を拾い出してみる．（）
収容所楽団は５幕物の演劇（演目不明）の間にヴェーバー「オーベロン」序曲など４曲を演奏した．その期日は不明
である．久留米収容所 １９９９，p．７６；久留米収容所 ２００３，p．８４．（）１９１５年８月２５日の「バラエティーの夕べ」プ
ログラムにはレーマン楽団共演と印刷されている．（）１９１６年３月に収容所劇団が笑劇，「サビニ人の娘たちの誘
拐」を上演した時，プログラム（その写真について，本節（Ⅲ）（注４）を参照）によれば，レーマンの楽団は間奏
曲４曲を演奏した．（）１９１６年１２月２５日に収容所劇団は収容所楽団と合同公演をした．第１部ではスッペ「スペー
ドの女王」序曲，シュトラウス「美しく青きドナウ」などが演奏された．（）１９１９年４月８日から１０日まで収容所
劇団は，第５０回公演として悲劇，「信仰と故郷」を上演した．その幕間に収容所楽団はプッチーニのラ・ボエーム，
ダルベールの低地，ベートホーフェンのエグモント，の序曲を演奏した．（）１９１９年４月２１日に収容所劇団は２演
目を上演した．幕開けはスッペの「詩人と農夫」序曲であった．これは収容所楽団の演奏であろう．（）１９１９年１０
月２３日に収容所劇団と収容所楽団は合同で公演した．第１部でレーマン指揮の楽団はブロンの皇太子〈行進曲〉，
ヴェーバーのオーベロン，マスカーニのカヴァレリア・ルスティカーナ，オッフェンバックのホフマン物語などを演
奏した．しかし，時期不明の（）を除く，（）－（）は「演奏記録」に記載されていない．久留米収容所
２００３，pp．４８，５１－５２，５４，７１－７２，８１を参照．他方では，収容所劇団はほとんどすべての公演の際に，ある金額を収容所
楽団に支払った．これについては，松尾 ２００３ ，第２節を参照．収容所楽団演奏会の回数と，残されたプログ
ラムとの関係はどうか．１９１７年４月２８日の同楽団演奏会は「第５０回コンサート」，１９１８年９月８日のそれは「第１００回
コンサート」であった．久留米収容所 １９９９，pp．１２－１３，５０，５８；久留米収容所 ２００３，pp．５５，６４．さらに，松尾
２００３ ，第４節（Ⅰ）を参照．しかし，発見されているプログラムは，それほど多くない．久留米収容所 ２００３
で数えてみると，前者が７枚目，後者が３０枚目である．多くのプログラム（第５０回までで約４０枚，第１００回までで７０
枚近く）がまだ発見されていないわけである．
２２５久留米「収容所楽団」指揮者オットー・レーマンの生涯
－４９－
演芸会において，彼は主要な音楽指揮者であった．久留米収容所 ２００３は彼について次のように述べ
ている．レーマンは「ザクセン地方の出身で，軍楽兵として音楽の専門的な訓練を受けたのち，大戦
直前に青島に着任した．彼は１９１０年前後のドイツ楽壇の最新の状況を身につけて久留米に来たわけ
で」ある．しかも，レーマンは収容所楽団を指揮して，「娯楽音楽ばかりを演奏していたのではな
く，シンフォニー・オーケストラや室内楽の演奏会にも，たびたび出演している．優れたヴァイオリ
ニストだった彼は，純クラシックの曲目でも欠かせない存在だったので，例えば１８年９月のコンサー
トではベリオのヴァイオリン協奏曲を独奏している」（ただし，ピアノとの共演）．さらに，「レーマ
ンは収容所でのおそらく最初のコンサートで《久留米行進曲》や《序曲 ホ長調》をプログラムに上
せている…（１）」．すなわち，レーマンは久留米収容所楽団の指揮者として最も知られているが，ヴァ
イオリン奏者としても室内楽で活躍し，作曲もしたわけである．
久留米収容所 ２００３の「演奏記録」から，作曲，指揮およびヴァイオリン演奏におけるレーマンの
活動を取りまとめてみる（２）．
 作曲．１９１５年６月１３日の「第１回プロムナード・コンサート」は，収容所楽団の事実上最初の演
奏会であった．それは久留米収容所における最初の音楽会でもあった．そこで８曲が演奏された．冒
頭の２曲，「久留米行進曲（３）」と「序曲 ホ長調」は，レーマンの「作品３」と「作品４」であっ
た．また，同年１２月１２日の演奏会（演奏はおそらく収容所楽団）で「序曲 ニ短調」が演奏された．
これの作曲者 O. L．はレーマンと推定されている（作品番号はプログラムに記載されていない）．さ
らに，収容所劇団は１９１６年３月に笑劇，「サビニ人の娘たちの誘拐」を上演した．そのための序曲も
レーマンの作品であった（４）．
指揮．収容所楽団の主宰＝指揮者はいくつかの演奏会では不明であるが，大抵の場合にレーマン
であった（５）．他方で，レーマンはシンフォニー・オーケストラを一度も指揮していない．
ヴァイオリン演奏．レーマンはヴァイオリン協奏曲を１回独奏し，室内楽の合奏にしばしば参加
した．彼が合奏者あるいは独奏者となった曲目（作品番号など詳細は省略）と作曲者および演奏会
は，年月日（［］で示される）順に以下のとおりであった．その場合，収容所楽団の演奏会は（Ｌ），
シンフォニー・オーケストラのそれは（Ｓ），「室内楽の夕べ」は（Ｋ），「音楽の夕べ」は（Ｍ）と略
記されている．（i）ベートホーフェン・ロマンス（ヴァイオリンとピアノ）［１９１５／７／２１］（Ｓ），
（ii）ベートホーフェン・弦楽四重奏曲第６番［１９１５／９／１３］（Ｋ），（iii）モーツァルト・弦楽四重
奏曲第１７番［１９１５／１２／３］（Ｋ），（iv）ドボルジャーク・ピアノ五重奏曲［１９１７／１２／２０］（Ｋ），
（v）ベリオ・ヴァイオリン協奏曲ニ長調［１９１８／９／１８］（Ｓ），（vi）ベートホーフェン・ヴァイオ
リンソナタ第４番とメンデルスゾーン・弦楽四重奏曲第３番［１９１８／１２／２６］（Ｌ），（vii）Ｒ．シュ
トラウス・ピアノ四重奏曲［１９１８／１２／２８－２９］（Ｓ），（viii）ベートホーフェン・ピアノ三重奏曲第
１番とブラームス・ピアノ四重奏曲第３番［１９１９／１／１５］（Ｋ），（ix）シュヴェンケ・セレナーデ
［１９１９／２／２］（Ｍ），（x）ヘルトリンク・〈ピアノ〉四重奏曲と同・ピアノ三重奏曲［１９１９／２／
２０］（Ｋ），（xi）ヴェーバー・〈ピアノ〉三重奏曲［１９１９／３／３０］（Ｍ），（xii）ベートホーフェン・
ピアノ三重奏曲（カカドゥ変奏曲）とテュイレ・ピアノ五重奏曲［１９１９／４／２］（Ｋ），（xiii）チャ
イコフスキー・ピアノ三重奏曲イ短調［１９１９／５／１５］（Ｋ），（xiv）ベートホーフェン・ピアノ三重
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奏曲第３番とブラームス・ピアノ四重奏曲第２番［１９１９／７／８］（Ｋ），（xv）モーツァルト・ピア
ノ四重奏曲第２番とシューベルト・ピアノ三重奏曲［１９１９／８／７］（Ｋ），（xvi）シューベルト・ピ
アノ五重奏曲とブラームス・ピアノ四重奏曲第１番［１９１９／１２／１２］（Ｋ）．
このようにレーマンは４年半の間に，合奏者あるいは独奏者として１６演奏会に出演したわけである
（７演奏会では２曲に出演）．それも，１回（vi）を除いて，収容所楽団以外の音楽会で演奏したの
であった．そのうち，（xiii）は音楽評論家によって，次のように評価されている．第７回「室内楽の
夕べ」では，「チャイコフスキーが敬愛する音楽家ルービンシテインの思い出に捧げた《ピアノ三重
奏曲 イ短調》が取り上げられた．３人の演奏者に至難の技巧を要求するこの曲はまさに久留米の室
内楽演奏の白眉と言うべきものだったろう（６）」．
  オットー・レーマンの生涯
オットー・レーマンは収容所楽団の主宰＝指揮者として久留米の音楽活動の中心を担い，ヴァイオ
リン奏者としても活躍し，時には作曲もした．彼について久留米収容所関係文献で明らかにされてき
た事実は，以上のとおりである．しかし，彼の生涯はほとんど知られていなかった．私は，彼の本籍
地とされているゲリンクスヴァルデの市戸籍部を通じて彼の長男の氏名と現住所を知り，同氏から多
数の資料（１）と２枚の写真（２）を順次入手し，さらに，約３０通の回答を得た．これらのレーマン関係資料
と長男からの回答に基づいて，レーマンの生涯を素描しよう．
レーマン関係資料のうち，以下の公文書と履歴書が彼の経歴に関係する．
（注１）久留米収容所 ２００３，pp．４０，４２，４４．さらに，久留米収容所 １９９９，pp．１３，４２；横田 ２００２，pp．１０３，１０５を参照．
（注２）久留米収容所 ２００３，pp．４７－８４．さらに，久留米収容所 １９９９，pp．４２－７７；横田 ２００２，pp．１０３，１０５－１０７，
１１５，１１８，１２１，１２３を参照．
（注３）１９１９年１０月２６日に収容所楽団はレーマン指揮の下で彼の「久留米収容所行進曲」を演奏した．久留米収容所
１９９９，p．７４；久留米収容所 ２００３，p．８１．これは同楽団第１回演奏会の「久留米行進曲」と同じ曲であろうか．
（注４）収容所劇団のこのプログラムの写真は，津村 ２０００，p．３５；久留米収容所 ２００３，p．８５にある．
（注５）１９１５年６月初めまでの３ケ所分散体制の下で，高良台支所は海兵第３中隊隊員を，それも主として青島要塞第５
歩兵堡塁の要員２５０人を収容した．冨田 １９９１，p．５５；久留米収容所 １９９９，p．３；久留米収容所 ２００３，p．３（合計
２９６人収容）．したがって，海兵第１中隊兵士であったレーマンは，海兵第２中隊兵士であったイーザーローエととも
に，日吉町本所＝大谷教務所にいた可能性がある．久留米収容所 ２００３，p．１１０の写真（「１９１４年，大谷教務所でのク
リスマスの様子」）では，後から２列目の最も右（クリスマスの飾りの右）の人物がレーマンであるかもしれない，
とのことである（彼の長男による）．この時期のレーマンの音楽活動はまったく知られていない．「イーザーローエ日
記」が１９１５年１月２７日に記録した「収容所楽団」は，本節（Ⅱ）（注１０）のプログラムの文言と関連させると，本格
的なレーマン主宰＝指揮収容所楽団ではないであろう．また，１９１５年８月１８日には，ヘルトリンク指揮の演奏会の他
に，記念祝典が催された．久留米収容所 ２００３，p．４８は，オーストリア・ハンガリー軍人による収容所楽団がバハ
シュタインの指揮で演奏した，と述べている．しかし，バハシュタインは楽団を指揮しなかった，と考えられる．プ
ログラムによれば彼はこの祝典で笑劇，「シュプレー川沿いのアテネっ子たち」あるいは「ベルリンっ子」に出演し
た．これの演出（Spiell．）を担当したのも，バハシュタインである．また，「オーストリア・ハンガリー軍人による
収容所楽団」，というプログラムの表現は誇張ではなかろうか．同年１０月で見ると，レーマンの収容所楽団の正規団
員９人中１人，アスペックだけがオーストリア国籍であった．松尾 ２００３ ，第１節を参照．
（注６）久留米収容所 ２００３，p．４３．
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（１）ゲリンクスヴァルデ市戸籍部出生記録．それによれば，久留米のレーマン，すなわち，ヘルマ
ン・オットー・レーマンは，１８９２年（３）９月２２日にゲリンクスヴァルデ市で生まれた．父は椅子製造手
工業者フリードリヒ・ヘルマン・レーマンであり，その妻ベルタ・オルガ・レーマン（旧姓カイル）
が母であった（４）．したがって，俘虜名簿に記載された本籍地は，彼の場合には出生地であった．
（２）ヴァルトハイム市戸籍部死亡記録．それによれば，アニータ・リンダ・レーマン（旧姓シュ
レーゲル）を妻とするオットー・レーマンは，１９７１年５月２４日にヴァルトハイム市で没した（５）．
（３）１９１３年２月のドレースデン市軍事部の出頭（召集）令．これは，１９１３年４月７日，月曜日にド
レースデン新市街区明礬街４０番地の体育館で，ドレースデン市第２徴兵委員会の徴兵検査を受けるよ
う指示した．宛先はドレースデン市旧市街ツァーンス小路３番地３階シュトイディンク（６）方の音楽家
レーマンである．レーマンの徴兵事務を担当したのは，彼の出生地でも家族居住地でもなく，彼の当
時の居住地ドレースデンの市役所であった．
（４）軍歴手帳．これによれば，音楽家であるレーマンは，〈軍務開始日に〉独身で，ルター派教会
に属する（出生地と生年月日は省略）．彼は１９１３年１０月１日に３年志願兵の二等兵として軍務を開始
した．この日から兵役解除日の１９２０年３月４日まで，彼は第３海兵大隊第１中隊に所属した．その６
年４月７日間のうち，１９１４年１１月８日から１９１９年１２月３０日までは捕虜期間である．兵役解除日に伍長
（海兵隊で最下位の下士官）に昇進した．彼は蒸気船パトリツィア号で４１日間（１９１４年１月１２日から
２月２１日まで）航海し，青島に赴任した．そして，蒸気船ヒマラヤ丸で６４日間（１９１９年１２月３１日から
１９２０年３月３日まで）航海し，帰国した．この資料には，１９２０年８月２０日に４００マルクの補助金を受
領（デーベルン恩給局印），との追記がある．
（５）ヴィルヘルムスハーフェン通過収容所の兵役解除証明書．この証明書は１９２０年〈３月〉３日に
作成された．日付の〈３月〉は，難読文字に対する私の推定である．これによれば，二等兵レーマン
は１９１４年１１月７日に青島で捕虜となり，久留米収容所に収容された（出生地，生年月日と所属部隊名
は省略）．捕虜番号は６１２であった．追記は以下のとおりである．ヴァルトハイム捕虜帰還事務所から
４００マルクが補助金として１９２０年６月３０日に支払われた（ヴァルトハイム市役所印）．休暇終了までの
給与と給養手当の差額はここから補償される．１９２０年８月８日（クックスハーフェン（７），第３海兵大
隊経理部印）．なお，この証明書の捕虜番号は，俘虜名簿における番号とは異なる．
（６）履歴書．その内容は次のとおりである（以下の履歴書訳文で，私は久留米のレーマンを指す．
また，改行は１カ所しかない）．
私，ヘルマン・オットー・レーマンは１８９２年９月２２日にゲリンクスヴァルデで生まれた．私が生ま
れた翌年に，父，カルル・ヘルマン・レーマンが没した（８）．そのために私は父をまったく知らない．１８９３
年１２月に母は，私の義父である，ヴァルトハイムの指物師親方，カルル・ヘルマン・ライヒェルトと
結婚した．私は両親とともにヴァルトハイムに転居した．ここは現在まで私の居住地となっている．
学齢に達すると，私はヴァルトハイム第２国民学校に入り，８学年後，好成績で最高学年を終えた．
私は就学期間に，さまざまな音楽教育を受け，音楽家になる決意を固めた．１９０７年４月８日から私は
ヴァルトハイム市音楽監督フィッシャー氏の下で３年間の修業に入った．１９０９年１２月３１日に音楽監督
フィッシャー氏は高齢のためにその仕事を辞め，私の修業期間の〈残り〉３ケ月間を免じてくれ
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た．１９１０年１月１日にＲ．アイヒェル氏が〈市〉音楽監督の仕事を引き継いだ．私は同じ〈ヴァルト
ハイム市立〉楽団で月給４０マルクの補習生となり，この地位に同年３月３１日まで留まった．十分な予
備教育とヴァルトハイムの多くの有力市民の仲介によって私は，ドレースデン邦議会議事堂街にある
王立音楽学校（９）に対する奨学金に応募し，それを獲得した．入学試験を受けた後，私は１９１０年４月１
日にドレースデンに移り，その学校で１９１３年３月３１日まで本科生として学んだ．在学時代の校長は
Ｃ．クランツであった．教師はヴァイオリンの巨匠Ａ．ラッポルディ，管弦楽・指揮クルト・シュト
リークラー（国立〈ザクセン王立〉楽団指揮者），室内楽シュテンツ，和声ランゲ，合唱クルーゲな
ど諸氏であった．
ドレースデン時代は私の生涯の中で最も困難であり，経済的に非常に苦しかったけれども，この時
代の思い出は好ましい．ここで私は真実の生を初めて知った．兵士になる，という考えが勉学〈期間
中に〉浮かんだ．私はすでに〈徴兵の〉順番に入っており，勉学のために２回に亘って猶予されてい
た．３度目の召集の際にはどうしても入隊せねばならなかった．〈私は〉召集の度に合格と判定され
ており，ケーニヒスブリュックの騎砲兵隊（１０）の補充員とされていた．私は，勉学と能力を軍隊で利用
して，軍樂師（１１）になろうと考えた．砲兵連隊の楽団勤務は私に確約されなかった．そこで私は，音楽
の能力を発揮するのに適した連隊を，ドレースデンで探した．しかし，〈ザクセンの〉軍楽隊のポス
トはすべて埋まっていたために，軍楽隊員として召集されることは，ドレースデンでは許されなかっ
た．私は適当な地位をかつてのドイツ軍楽隊員新聞で探した．私は，３２通の書簡を受け取った後，
クックスハーフェンの第３海兵大隊に入隊することを決意した．青島の軍樂師（１１）O. K. ヴィレ氏の代
理の役割をドイツで果たしていた曹長フォーゲルバイン氏によって，一般召集にも拘わらず私は最後
の瞬間にこの大隊に書き換えられた．私は１９１３年３月３１日に音楽学校を卒業し，しばらくドレースデ
ン・アンサンブル（１２）に参加した後，１９１３年１０月１日にクックスハーフェンの軍隊に入った．訓練を受
け，休暇で一度帰郷した後，我々は〈ドイツ〉帝国海軍の軍隊輸送船，パトリツィア号で１９１４年１月
１２日に東アジアに向けて出航した．我々はクックスハーフェンから北海，ドーヴァー海峡，大西洋，
地中海（マルタ島），スエズ運河（ポートサイド，スエズ），インド洋（シンガポール），黄海（香
港）を経て，雪が降る，最悪の天候の中を１９１４年２月２７日（１３）に青島に到着した．私は青島で第１中隊
に配属され，直ちに第３海兵大隊軍楽隊に入り，第１ヴァイオリンの一員となった．指揮者は軍樂
長（１１）O. K. ヴィレ（１４）氏であり，楽団は４２人のホボイスト（１５）から構成されていた．間もなく私は副コン
サートマスターとなった．楽団は１９１４年５月にはチーフー〈煙台〉，天津とパキン（１６）に演奏旅行（１４
日間）をした．私は，この機会に中国の一大部分を知ったので，見聞した，興味ある事柄すべてにつ
いて，相当の本を書くことができる．青島に帰って長く経たないうちに，戦雲が政治世界を引き回
し，青島の我々も見落とされなかった．我々は日本の高級軍人たち（１７）を〈１９１４年〉７月末に青島で客
としたが，日本はあたかも友好関係に対する反証として我々にも宣戦した．青島の生活は一変した．
軍楽隊は廃止され，その音楽家たちは衛生兵として第５歩兵堡塁第１に配属された．この歩兵堡塁第
１の守備兵は，私を含めて，８０人であった．日本兵は我々を非常に長く待たせたので，我々は，自分
たちを囲い込む時間を持つことができた．歩兵堡塁は簡単な土塁と塹壕からなっており，言うに足る
保護〈機能〉を持っていなかったからである．我々が前方地域で戦い，大勢力によって障害物の後側
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まで駆逐された後，包囲〈状態〉の危機的時代が始まった．あらゆる方面から，あらゆる連絡から切
り離された我々は，撃ち殺されるまで，あるいは，うまく行って，迎えに来られるまで，待たねばな
らなかった．我々，４，２００人の守備隊は，最も近代的な戦闘手段を最高に装備した，６万の大軍に対
して何をなすべきであったろうか．包囲は１９１４年１１月７日まで続いた．勇敢な抵抗にも拘わらず何も
変えられない，という不可避的運命を意気消沈して考えつつ，我々は１９１４年９月７日（１８）の青島開城ま
で，身の毛もよだつ日夜を過ごした．我々の砲兵隊の弾薬が尽き，反対に，日本兵は最も重い口径
〈の銃砲？〉でもって，気が遠くなるほど，我々に襲いかかった．我々が３回の突撃を撃退した後，
日本兵は，１１月６日から７日にかけての夜に第３歩兵堡塁と第４歩兵堡塁の間，我々の要塞地帯の中
央に進出し，青島は片付けられた．私は，補助衛生兵であったけれども，捕虜にならねばならなかっ
た．日本兵はライフル銃を手にして，私を捕らえた．最後の数日は我々，衛生兵も兵員不足から，昼
も夜も前線に立ち，活動せねばならなかったからである．今や無数の〈日本軍〉部隊が青島に溢れ
た．我々は沙子口に，次いで日本に運ばれた．我々は３日航海して，捕虜として門司に着き，直ぐに
列車で久留米に，用意された収容所に，輸送された．最後の数日間の過労で疲労困憊して（長らく休
息はなかった），我々はヨロヨロと歩いて，割り当てられた宿所に正式に入った．日本兵は最初は非
常に礼儀正しく振る舞ったが，我々に対する騎士らしさは直ぐに弱まった．我々は最も圧迫的な状況
の下で捕虜として５年間を過ごした．私はアメリカの友人から数個の楽器を手に入れる（１９）ことがで
き，それによって戦友数人とともに，他の戦友たちの悪しき時代をいくらか美しくすることができ
た．この生活は改まらねばならない，と希望しつつ，我々は長い間，暮らした．我々の解放の時は１９１９
年１２月３１日にやって来た．我々は１９２０年１月１日の夜に門司に戻り，ここでスイス公使に引き渡され
た．公使は我々に自由を宣告した．我々は同日ヒマラヤ丸に積み込まれ，故郷に出発した．６４日航海
（停船地：シンガポール，サパン（２０），ジブラルタル）した後，ドーヴァー海峡と北海を興奮して航海
した後，我々はヴィルヘルムスハーフェン（２１）に着いた．ドイツで支配的な状況にまったく失望した
我々は，数日後にヴ［ィルヘルムス］ハーフェンの通過収容所を離れ，帰郷することができた．私は
１９２０年３月７日にヴァルトハイムに到着した．しばらく休養した後，私はヴァルトハイム市立楽団に
入り，１９２７年２月２８日までコンサートマスターの地位にあった．私のヴァルトハイム到着直後に母が
死んだ．ヴァルトハイムで音楽活動をする間に，私は参事官ポラー氏の要請によって，ヴァルトハイ
ムの数人の音楽家と一緒にヴァルトハイム刑務所（２２）で囚人のために演奏するという名誉を，数回持っ
た．同時に私は，公務員である刑務所刑務官への任用を志願し，志願者名簿にも登録された．しか
し，私は５年間待機して拒絶された．年齢が高すぎる，という理由であった（私は４０歳を超えてい
た（２３））．私は１９～７（２４）年３月１日にライスニヒの映画館，コロセウムの第１ヴァイオリン奏者の地位を
得た．この劇場での１年半の無理な活動の後，私は１９２８年１２月にこの地位を棄てねばならなかった．
私は毎日２時間の汽車通勤と約１２時間の勤務によって健康を損ない，医師の治療を受けることになっ
たからである．３ケ月の静養の後，１９２９年４月１日に私はヴァルトハイムの映画館，オリンピアで音
楽指揮者兼第１ヴァイオリン奏者の地位を得た．私は１９３０年８月１０日までこの地位に留まっていた
が，解雇された．映画館がトーキーに転換されて，この地位が問題となったためである．他に職がな
かったので，〈職業紹介を一任務とする〉労働局しか，私には残されていなかった．社会保険の請求
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権が消失した後，私は妻とともに（私は１９３０年１２月３０日に結婚した），臨時雇いの音楽家として食い
つながねばならなかった．ナチス経営細胞組織指導者，アルベルト・ガーライスが１９３３年初めに国立
経済・労働学校に去る時，私は同氏によってナチス経営細胞組織の音楽顧問に任命された．第三帝国
時代のヴァルトハイムにおける音楽生活の展開は，関係者たちの多くの不快な論争をもたらした．遂
に１９３３年１１月にハルタのシュナイダー氏が帝国音楽院（２５）ヴァルトハイム地区音楽家集団を創設し，こ
れが〈関係者〉全員の音楽活動に堅固な特徴を与えた．私はヴァルトハイム地区音楽家集団指導者に
任ぜられた．ライプツィヒ近郊ナウンホーフのＷ．ヘルム氏の指揮する，１９２９年に再編された市立楽
団と，当地の独立の専門音楽家との軋轢は大部分が調停され，要望された労働協同体の意味における
協力がほとんど達成された．３３年１１月１日に私は突撃隊隊員として第１３９突撃隊楽団に編入された．３６
年７月１日に市音楽監督兼行進隊指導者，Ｗ．ヘルム氏がその地位を去った．新しい楽団指揮者兼行
進隊指導者，Ｒ．トゥーマ氏の指揮するヴァルトハイム市立楽団および第１３９突撃隊楽団に，私は現
在，独立の音楽家として属している．〈しかし，〉私の音楽活動による収入は小さく，妻も生計のため
に共働きせねばならない．規則正しい家庭生活は考えられない．そこで私は，私の職業を捨て，まず
まずの安定した生活を妻と将来の家族にさせうる地位を探すことを決意した．
以上が３ページの履歴書の本文である．その表紙には，「ベルリーン…帝国音楽院（２５）総裁殿 ヴァ
ルトハイム１９３４年６月１８日…私に請求された履歴書を同封します．すべての記載事項は証明書によっ
て証明可能です．ヒトラー万歳 帝国音楽院専門家連合Ｂ，ザクセン邦音楽家集団，ヴァルトハイム
地区音楽家集団，オットー・レーマン 同封，履歴書，１９３４年の写真２葉 ３４年６月１９日送付」と書
かれている．このうち，差出人氏名，１９３４年の写真２葉，３４年６月１９日送付の部分は手書きであ
る．１９３４年の写真は残されていない．
（注１）長男が所蔵しているレーマン関係資料全部のコピーは，写真２枚（残されている写真はこれだけである）を含め
て，現在，久留米市文化財収蔵館に保存されている．それには，久留米詩文集 １９１８と展覧会案内書 １９１８（以上
は，久留米で印刷されたドイツ語書籍），また，私が内容を理解できない領収書や断片，さらに，日本で作成された
写真集・未使用絵葉書なども含まれる．
（注２）２枚の半身写真のうち，長男によれば，１枚は１９１３／１４年頃のもの，もう１枚は１９４２年のものである．後者は平
服である．撮影場所はドイツのはずである．燕尾服を着た前者は，ヴァイオリンを右脇に抱えている．この写真の撮
影場所は不明であり，撮影時期は，ドレースデン音楽学校卒業前後から青島攻防戦開始までの間であろう．履歴書に
よれば，レーマンは音楽学校卒業後しばらくドレースデンで室内楽を演奏した．また，松尾２００３ ，第７節（１＊）
によれば，彼は１９１４年５月に第３海兵大隊音楽隊の演奏会（青島）で独奏した．正装の写真はこうした機会に撮影さ
れたのであろう． 久留米収容所時代の彼の写真も，何枚か明らかになった．（）久留米収容所楽団団員名簿
（松尾 ２００３ ，第１節を参照）．最上段中央の肖像が主宰者＝指揮者レーマンと明示されている．（）久留米収容
所 ２００３，p．２０１所収の写真８８，「コンサートの様子」．写真の中央に立っている指揮者が，長男によればレーマンであ
る．（）「戦争捕虜に楽譜を」という１９１５年８月１０日付け投書（松尾 ２００３ ，第４節（Ⅱ）を参照）に，久留米
収容所楽団の写真が掲げられている．長男によれば，写真の右から３人目の，ヴァイオリンを持つ人物がレーマンの
ようである．（）解放直前の久留米高女音楽会では指揮者はレーマンとヘルトリンクの２人であった．久留米収容
所 ２００３，p．１２０の写真の指揮者は，長男によればレーマンではない．大型の柱時計の左前方に，ほぼ縦に３人の楽団
員が写っている．それの最も前列の人物がレーマンであるかもしれない，とのことである．（）久留米収容所
２００３，p．１１０の写真では，後から２列目の最も右の人物がレーマンのようである．それに対して，久留米収容所
１９９９，p．１２２の写真６９は収容所楽団を示し，その解説（p．１３０）では，写真中央が，〈ヴァイオリンを持つ〉レーマン
である，とされている．この写真は，久留米収容所 ２００３，p．１９２の図３６（「レーマンの楽団」）と同じである． 久
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留米収容所 ２００３，p．１４０の写真の前列中央と， 同書，p．１９４の写真４６の左端にも，ヴァイオリン奏者が立ってい
る．これら３枚の写真のヴァイオリン奏者は，長男からの回答によればレーマンでない．久留米収容所 ２００３，p．１３２
の写真にも，長男によれば，レーマンは写っていない．レーマンは身長が１．８メートル近くあった．
（注３）青島捕虜の年齢別構成が集計されている板東収容所でも，松山収容所（徳島，丸亀とともに後に板東に統合され
た）でも，１８９２年生まれは最も多い年齢層であった．板東で１７％，松山で１４％がそうであった．鳴門市史 １９８２，
p．７６７；冨田 １９９１，pp．９７，２３０－２３１．同年生まれとして，久留米収容のエルンスト・クルーゲ（本稿第２節（Ⅰ）
 などを参照），習志野収容のカルル・クリューガー（松尾 ２００３，第４節（Ⅱ）を参照），板東収容のフラン
ツ・クラウスニッツァー（松尾 ２００２を参照）がいた．
（注４）ザクセン王国ライプツィヒ県（ロホリッツ郡）ゲリンクスヴァルデ市戸籍部の出生記録簿１８９２年第１５５号．さら
に，この記録簿の欄外には，オットー・レーマンが１９３０年にヴァルトハイムで結婚し（第１３０号），１９７１年５月２４日に
ヴァルトハイムで没した，と追記されている．なお，同市の所属郡は HOS１９５７，S,２４９を参照．
（注５）ドイツ民主共和国ライプツィヒ県（デーベルン郡）ヴァルトハイム市戸籍部の死亡証明書１９７１年第８８号．なお，
同市の所属郡は HOS １９５７，S，１７５を参照．長男からの手紙によれば，オットー・レーマンの実父は１８９２年１１月
にゲリンクスヴァルデで，母は１９２０年４月に（レーマン履歴書に書かれているように，同年３月にレーマンが帰国し
た直後に）ヴァルトハイムで，義父は１９５１年にヴァルトハイムで没した．オットーの妻は１９０４年にライゼナウ村（ラ
イプツィヒ県グリマ郡）で生まれ，１９７７年にヴァルトハイムで没した．オットー・レーマンの子は１人だけである．
（注６）原文はツァーンス小路としか読めないが，ドレースデンの街路としては，ｓを除いたツァーン小路でなければな
らない．Stimmel１９９４, S.４６３．また，ドレースデン市立文書館の回答によれば，家主シュトイディンクに関する記録
は同市戸籍部の文書にない．
（注７）クックスハーフェンは，ハンブルクからエルベ川をさらに下った河口の町で，ここには砲兵隊と海軍の倉庫が
あった．Ritter１９０５，S．１２４７．第一次大戦中の地名辞典には海兵大隊も記載されている．Meyer１９１６(1), S.３０６．これが
第３海兵大隊の基地であろう．
（注８）本節（注５）に記したように，レーマンの実父は１８９２年１１月に没した．したがって，履歴書のこの記述は誤り
で，死没の時期は「生後間もなく」に訂正されるべきである．また，実父の名が誤記されて，義父の名と同じになっ
ている．
（注９）ドレースデン音楽学校は１８５６年に私立学校として創設された．同校の教師の中には，ドレースデン宮廷楽団（王
立，第一次大戦後に邦立，現在は州立ドレースデン管弦楽団）の音楽家たちもいた．例えば，同校を卒業し，１９０５年
から１９４５年まで同校で（そして，レーマン履歴書によれば，レーマンに）指揮を教えたクルト・シュトリークラー
（１８８６－１９５８）は，１９０５年から上記管弦楽団の副指揮者，１９１２年から１９５０年まで正指揮者であった．１９００年頃に（す
なわち，レーマンが学ぶより少し前に），この学校で約５００人の学生が学んでいた．ただし，同校が私立学校から邦立
学校となったのは，１９３７年である．Stimmel １９９４，S．２２９，３６０，４１５；ドレースデン市立文書館回答．したがって，
レーマン履歴書がこれを「王立音楽学校」と書いているのは，正確でない．
（注１０）SHB１９１３，S．４６７によれば，ザクセン王国第１野戦砲兵連隊の本部と第１－第２分隊はドレースデンに駐屯して
いた．ケーニヒスブリュックは騎砲兵分隊の駐屯地であった．
（注１１）これはドイツ海軍官階表の表現である．ヴィレについて言えば，レーマン履歴書は彼の軍階級を２回記している
が，１回目よりも約１年後の２回目の方が上位になっている．
（注１２）正式にドレースデン・アンサンブルの名称を持つ団体は，当時は存在しなかった．ドレースデン市立文書館回
答．したがって，レーマンが数人の音楽家とともに演奏した団体の名は，不明である．
（注１３）すでに引用した軍歴手帳には，青島到着２月２１日と記載されている．
（注１４）第３大隊軍楽隊の隊長ヴィレは捕虜になっていない．第１に，すでに注記したように，軍樂長も軍樂師も軍階級
では准士官であるが，ヴィレは，俘虜名簿 １９１５，p．６３と俘虜名簿 １９１７，p．６５に記載されていない．第２に，新聞
切抜，「シカゴのヴィレ」（松尾 ２００３，第４節（Ⅱ）を参照）によれば，ヴィレは「かつての青島第３海兵大隊
の音楽家たち」とともに，合衆国を演奏旅行中で，１９１６年７月にはシカゴで演奏していた．レーマン履歴書によ
れば，第３大隊軍楽隊は開戦直前にホボイスト４２人から構成されていた．それに対して，日本に収容された軍樂手の
合計は，現役下士卒特業調によれば１９１５年に２４人（喇叭手６人，鼓手５人を含む．合計のうち久留米収容８人，福岡
１人，熊本１人），１９１７年に２１人（喇叭手７人，鼓手８人を含む．合計のうち久留米収容３人，福岡０人）だけで
あった．現役下士卒本業調によれば音樂家の合計は１９１５年に１１人（うち久留米収容５人，福岡２人，熊本１人），１９１７
年に１１人（うち久留米収容６人，福岡０人）だけであった．確認のために予備・後備役捕虜を探ってみる．音樂家は
１９１５年に久留米収容０人，福岡１人，熊本０人，全収容所合計７人（うち，青島を「職業地」とする者１人）であっ
た．１９１７年には久留米収容０人，福岡０人，全収容所合計７人（うち，青島を「職業地」とする者０人）であった．
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  関連捕虜人名目録
俘虜職業調 １９１５，pp．１，５，９－１０；俘虜職業調 １９１７，pp．５，１１，１５，１９．この数字から，第３大隊軍楽隊員
の相当部分は要塞攻防戦開始前に青島を離れていた，と考えられる．ただし，この俘虜職業調における用語法はドイ
ツ海軍官階表のそれといくらか異なる．俘虜職業調の喇叭手と鼓手は官階表にないからである．しかし，官階表の喇
叭兵は俘虜職業調の喇叭手と同等であろう．また，官階表の二等軍樂手の一部と一等軍樂手は原語では，俘虜職業調
と同じく鼓手を意味する．１９１８年６月に板東収容所でベートホーフェンの「第九」全曲演奏を指揮したのは，ハ
ンゼンであった．鳴門市史 １９８２，pp．７５２，７５８－７５９［軍楽長］；冨田 １９９１，p．１７２［軍楽隊長］；林 １９９３，
pp．９３－９５，１１７［軍楽隊長］；板東収容所 ２０００，p．４１［軍楽隊長］；瀬戸 ２００１，p．８３［軍楽隊長・軍楽曹長］；
横田 ２００２，p．２９［軍楽長］．ヘルマン・ハンゼンは，膠州砲兵大隊第３中隊の軍楽下士官（一方ではドイツ海軍官
階表の軍樂曹長から，他方では一等兵曹などからの類推）であった．Ober－が付く，彼の軍階級は，上記Ｈ．ミーリ
エスよりも上であった．俘虜名簿を参照．先に述べた，現役下士卒特業調によって明らかになった音楽家，２４人ない
し２１人には，第３海兵大隊軍楽隊の隊員ばかりでなく，膠州砲兵大隊軍楽隊の隊員も含まれたはずである．
（注１５）長男からの回答によれば，レーマンはヴァイオリンを主として演奏したけれども，ピアノ，クラリネットとサキ
ソフォンも演奏できた．しかし，オーボエについては不明，とのことである．
（注１６）このパキンは北京の誤記であろう．
（注１７）瀬戸 ２００１，pp．１１１，１４５によれば，これは関東都督府長官・陸軍大将福島安正の一行であり，訪問は８月１日
であった．
（注１８）この日付は，直前の文章にある１１月７日でなければならない．
（注１９）アメリカからの慰問品として届けられたであろう楽器・楽譜については，新聞切抜，「戦争捕虜に楽譜を」およ
び「日本からの手紙」（松尾 ２００３ ，第４節（Ⅱ）と）を参照．
（注２０）これは，「クルーゲ日記」でも言及されているサバン（スマトラ島．久留米収容所 ２００３，p．１２９）でなければな
らない．
（注２１）捕虜帰国船ヒマラヤ丸は１９２０年３月３日に到着したが，その到着港は従来不明とされてきた．松尾 ２００２，第
３節本文を参照．この履歴書とレーマンの兵役解除証明書によって，同船のヴィルヘルムスハーフェン港到着が判明
した．帰着の月日は，レーマンの軍歴手帳によれば３月３日である．兵役解除証明書の月も「３月」３日と読めるで
あろう．「クルーゲ日記」（久留米収容所 ２００３，p．１２９）によっても，ヒマラヤ丸はシンガポール，スマトラ島・サ
バンとエジプト・サイドに寄港した後，ヴィルヘルムスハーフェンに到着した．ただし，ここでは到着日が３月４日
とされている．
（注２２）SHB１９２７，S．７４は，法務省の下部機関としてヴァルトハイム刑務所を記載している．Schlesinger１９６５，S．３５５に
よれば，ヴァルトハイムには１８世紀初めに救貧院が設けられ，これが１９世紀から刑務所となった．
（注２３）レーマンは，市立楽団を辞任した１９２７年に，刑務官への任用を志願し，１９３２年９月（満４０歳）以後に最終的に拒
否された，ということになる．
（注２４）これは１９２７年の誤記である．なぜなら，この勤務は１年半であった，と履歴書の次の文章に書かれているからで
ある．
（注２５）文化を統制するために，宣伝省は１９３３年に，ヨーゼフ・ゲッベルス宣伝相を総裁とする帝国文化院を設立した．
帝国文化院は，最広義の文化活動に携わる個人・団体すべてを，その下部機関に強制加入させ，非アーリア系などの
好ましからざる人物を排除した．帝国音楽院は帝国文化院の下部機関であった．ザクセン州立ライプツィヒ文書館回
答．したがって，この履歴書は，レーマンが音楽活動を停止し，帝国音楽院から脱退する意志を３４年に表明した
ものであろう．ただし，履歴書本文の最後から５番目の文章に，「３６年７月１日云々」とある．これは１９３３年１１月以
後，３４年６月１９日以前の某年某月某日の誤記であろう．もしそれが誤記でないとすれば，それは，求職活動のために
３６年７月１日以後になされた加筆であるかもしれない．
本節は，本稿と松尾 ２００３ で言及した捕虜を，姓のアルファベット順に配列している（ウムラウトとフォンは無視し
た）．本籍地の集落のうち都市以外については，可能なかぎり所属邦（プロイセンの場合には州）を付記した．各項の最
後に記された文章の典拠は，松尾 ２００３ ，第１節（収容所楽団団員名簿），第２節（収容所楽団収支決算書），第５節
（恵比寿座演芸会参加者名簿）などである．また，瀬戸武彦教授を介して得られたハンス＝ヨアヒム・シュミット博士の
２３３久留米「収容所楽団」指揮者オットー・レーマンの生涯
－５７－
情報によって，１９２２年のオランダ領東インド居住者が明らかになったが，彼らについてはその旨を追記した．なお，俘虜
名簿 １９１５は俘名 １５と略記し，俘虜名簿 １９１７を俘名 １７とした．久留米収容所 １９９９は久収 ９９と略記し，久留米収
容所 ２００３を久収 ０３とした．
（１）クルト・アーリンゲ（Alinge）は海兵第６中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．５［久留米；ザクセン・ツィッタ
ウ（「駅街６」の追記あり）］；俘名 １７，p．５．彼は久留米収容所の演劇で活躍した．津村 ２０００，p．４３；瀬戸 ２００１，
pp．６０－６１［熊本→久留米］．日本居住許可俘虜 １９２０は彼を「日本内地契約成立 」の１人としている．彼は恵比寿座
演芸会のトーニに出演した．
（２）エルンスト・アンデルス（Anders）少佐は海兵第３大隊の参謀であった．俘名 １５，p．１［久留米；ベルリーン・
グレックナー・グロースリヒターフェルデ］；俘名 １７，p．１．グレックナーとグロースリヒターフェルデは不明であ
る．リヒターフェルデはブランデンブルク州の村であった．Ritter １９０５，S．８６９．アンデルスは久留米収容所の先任将校
であった．彼は，収容所所長によるドイツ士官殴打事件に際して当局に抗議した．また，視察した米国大使館員に対し
て，宿舎・食事など全般について不平・希望を述べた．冨田 １９８１，p．３６；冨田 １９９１，pp．２９９，３０１－３０２，３０５；久
収 ９９，p．２５；瀬戸 ２００１，p．６１［久留米］；久収 ０３，p．９．彼は（おそらく日本内外の捕虜救援団体との仲介役と
して）何度も収容所楽団に寄付し，数件のレーマン関係資料に署名した．
（３）フランツ・アンドレ（Andre）は東アジア分遣隊第２中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．５［久留米；テューリ
ンゲン・ブルゼレーベン］；俘名 １７，p．５［板東］．ブルゼレーベンは地名辞典に記載されていない．Ritter１９０５，S．３７４
を参照．アンドレは１９１８年８月に板東に移された．収容換俘虜 １９１８．収容所楽団は１９１８年４月に彼に支払をした（支
払目的不明）．
（４）ルーペルト・アスペック（Aspeck）は皇后エリーザベト号乗組の下士官であった．俘名 １５，p．６［久留米；
（オーストリア）グラーツ］；俘名 １７，p．６［習志野］．彼は久留米と習志野において指揮，楽器演奏と独唱（習志
野）で活躍した．瀬戸 ２００１，p．６２［熊本→久留米→習志野］；習志野市史研究 ２００３，p．４７．久留米における彼の演
奏会出演記録は，久収 ９９，pp．４４，４８－４９，５１；久収 ０３，pp．４８－４９，５２，５４，５７を参照．彼は１９１８年８月に習志野
に移された．収容換俘虜 １９１８．この移動に際して１９１８年７月に収容所楽団は，１９１５年１１月以来の団員（第１ヴァイオ
リン奏者）であったアスペックに餞別を贈った．
（５）アルベルト・バハシュタイン（Bachstein）は膠州砲兵大隊第５中隊の予備一等兵であった．俘名 １５，p．６［久留
米；ザーレ河畔ハレ］；俘名 １７，p．６．彼は久留米収容所の演劇活動で活躍した．津村 ２０００，p．４４；瀬戸 ２００１，
p．６２［福岡→久留米］．久留米で１９１５年８月１８日にオーストリア皇帝生誕記念祝典が催された．その時の笑劇，「シュプ
レー川沿いのアテネっ子たち」あるいは「ベルリンっ子」に彼は出演した．それの演出も彼である．しかし，その日に
彼は収容所楽団を指揮しなかったであろう．
（６）マックス・バウアー（Bauer）は海兵第１中隊の後備一等兵であった．俘名 １５，p．７［久留米；ハンブルク］；
俘名 １７，p．７．第３回久留米美術工芸展覧会に際して彼はビーバーと連名で，レーマンに感謝状を贈った．
（７）アードルフ・ベルカー（Berker）は膠州砲兵大隊（中隊不明）の後備下士官であった．俘名 １５，p．８［久留米；
アルテナ］；俘名 １７，p．８．彼は１９１５年１０月から１９１６年７月まで収容所楽団の会計係であった．
（８）アルトゥル・ビーバー（Bieber）は海兵・野戦砲兵中隊の予備少尉であった．俘名 １５，p．１［久留米；ハンブル
ク］；俘名 １７，p．１．彼は久留米収容所における１９１６年の謝肉祭コンサートで指揮した．収容所の演劇活動では最も
活躍した．１９回演出し，２１回出演したのである．津村 ２０００，pp．３７－３８，４５－４６；瀬戸 ２００１，p．６５［熊本→久留
米］；久収 ０３，pp．８６－８９．久留米における彼の音楽会出演・演劇演出は，久収 ９９，pp．４４，４６，４９，６５；久収
０３，pp．４９，５１，５５，７１，８６－８８を参照．彼は恵比寿座演芸会のレアンダーと音楽の部とに出演した．また，１９１９年の
第１６号バラック照明有限責任組合の決算書を作成した．さらに，第３回久留米美術工芸展覧会に際して，責任者のビー
バーはＭ．バウアーと連名で，レーマンに感謝状を贈った．
（９）アントーン・ブロック（Block）は海兵第１中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．９［久留米；ケルン］；俘名
１７，p．９．彼は１９２２年にオランダ領東インドのチェリボンに居住し，農村警察・巡査部長であった．Japangefangene
１９２２，S．３０．彼は１９１９年に収容所楽団のためにコントラバス募金決算書を審査・承認した．
（１０）ヴィルヘルム・フォン・ボーバース（Bobers）は海兵第３中隊の予備少尉であった．俘名 １５，p．１［久留米；ハ
ノーファー・オルデンシュタット］；俘名 １７，p．１．オルデンシュタットはハノーファー州の村であった．Ritter
１９０６，S．４５９．ボーバースは久留米収容所の演奏会で歌手として，また，演劇で活躍した．津村 ２０００，p．４５；瀬戸
２００１，p．６６［久留米］；横田 ２００２，pp．１１２，１１８．久留米における彼の音楽会出演については，久収 ９９，pp．４４，５０－
５２，５７，７３；久収 ０３，pp．４９，５２，５６－５７，６３，６７，８０を参照．彼は貴族であり，その出生地はロンドンであった．
Gotha, Briefadel １９４１，S．４９；松尾 ２００２ ，p．１２３．彼は恵比寿座演芸会のレアンダーに出演した．
（１１）ベーム（Böhm）は俘名 １７，p．９によれば，久留米収容所に２人いた．膠州砲兵大隊第５中隊の二等兵カルル
松 尾 展 成２３４
－５８－
［ヴュルテンベルク・ボプフィンゲン］と海兵第４中隊の後備下士官パウル［ザクセン・フライブルク］であった．こ
の２人についての俘名 １５，p．９の記事も同じである．後者，パウル・ベームは，フライベルク市立文書館からの回答
によれば，１８８７年にフライベルク市で生まれ，１９０７年に軍隊に召集され，１９６８年にドレースデンで没した．したがっ
て，俘虜名簿の本籍地はフライベルクの誤植であろう．松尾 ２００２ ，p．５２．恵比寿座演芸会に音楽の部で参加した
ベームが，カルルかパウルかは不明である．
（１２）カルル・ボルマン（Bormann）は海兵第１中隊の予備下士官であった．俘名 １５，p．１０［久留米；メクレンブル
ク・シュヴェリーン］；俘名 １７，p．１０．日本居住許可俘虜 １９２０は彼を「日本内地契約成立 」の１人としている．
久留米収容所で彼は１９１５年に俳優のための募金に尽力した．
（１３）リヒャルト・ブレントライン（Brändlein）は海兵（中隊不明）の予備一等兵であった．俘名 １５，p．１０［久留米；
シュヴァインフルト・アム・ライン〈マインの誤植〉］；俘名 １７，p．１０．シュヴァインフルト・アム・マインはバイ
エルン王国の都市であった．Ritter １９０６，S．８２８．彼は１９２２年にオランダ領東インドのウェルトゥフレーデンに居住し
ていた（職業不記載）．Japangefangene １９２２，S．３０．彼は１９１５年１１月に収容所楽団ヴァイオリン臨時奏者であり，恵比
寿座演芸会に音楽の部で参加した．
（１４）ヴィリ・ブロントケ（Brondke）は海兵第３中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．１１［久留米；ニーダーラウジッ
ツ・フィンスターヴァルデ］；俘名 １７，p．１１．彼は恵比寿座演芸会に音楽の部で参加した．
（１５）ルートヴィヒ・ディートリヒ（Dietrich）は海兵第３大隊の二等兵であった．俘名 １７，p．１３［久留米；ミュン
ヒェン］．彼は久留米収容所の舞台に立った．津村 ２０００，p．４４；瀬戸 ２００１，p．７１［久留米］．彼は恵比寿座演芸会に
音楽の部で参加した．
（１６）ヘルマン・ディテイエンス（Ditjens）は，海兵第２中隊の後備一等兵であった．俘名 １５，p．１４［久留米；ホル
シュタイン・ゼースターミューヘ］；俘名 １７，p．１４．瀬戸 ２００１，p．７１［久留米］を参照．ゼースターミューヘはホ
ルシュタイン州の村であった．Ritter １９０６，S．８３８．日本居住許可俘虜 １９２０は彼を「一般 船出發前豫メ日本ニテ
解放」の１人としている．収容所楽団第１００回演奏会を記念して，彼は寄付をし，募金を募った．
（１７）アウグスト・デルリー（Dörrie）は東アジア分遣隊第３中隊の一等兵であった．俘名 １５，p．１４［久留米；ハノー
ファー・バンテルン］；俘名 １７，p．１４．バンテルンはハノーファー州の村であった．Ritter １９０５，S．１７４．デルリー
は１９２２年にオランダ領東インドのテュプーに居住し，農村警察・警部補であった．Japangefangene １９２２，S．３０．彼は恵
比寿座演芸会で技術を担当した．
（１８）マックス・デューニッシュ（Dünisch）は海兵第１中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．１４［久留米；フランケン
ハウゼン］；俘名 １７，p．１５．彼は１９１９年１２月に収容所楽団の助奏ヴァイオリン奏者であった．
（１９）ヴァルター・ドゥンケル（Dunkel）は海兵第６中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．１４［松山；ブレーメン（「１９６８
年没」の追記あり）］；俘名 １７，p．１５［板東］．彼は松山収容所時代に簿記と証券について講義した．彼の夫人は徳島
に来て，ゲプフェルト夫人，ユッフハイム夫人と親しくなった．瀬戸 ２００１，p．７２［松山→板東］．ゲプフェルトと
ユッフハイムについては本節のそれぞれの項を参照．
（２０）マティーアス・デュッパー（Düpper）は海兵・砲兵中隊の一等兵であった．俘名 １５，p．１４［久留米；ライン州
デューレン］；俘名 １７，p．１５．彼は久留米収容所の演劇で活躍した．津村 ２０００，pp．４４，４６；瀬戸 ２００１，p．７２［熊
本→久留米］．彼は恵比寿座演芸会のレアンダーと「曲芸師」の部に出演した．
（２１）ヴァルター・エッケルト（Eckert）は海兵第４中隊の予備下士官であった．俘名 １５，p．１５［久留米；ハルバー
シュタット］；俘名 １７，p．１５．彼は１９１５年１１月に収容所楽団臨時奏者，１９１９年１２月に第１ヴァイオリン奏者であり，
恵比寿座演芸会に音楽の部で参加した．
（２２）ヘルベルト・エッガース（Eggerss）は海兵・予備榴弾砲兵中隊の予備下士官であった．俘名 １５，p．１５［久留
米；ブロムベルク（「ハンブルク」の追記あり）］；俘名 １７，p．１５．彼は久留米収容所の舞台に立った．津村 ２０００，
p．４３；瀬戸 ２００１，p．７３［熊本→久留米］．日本居住許可俘虜 １９２０は彼を「日本内地契約成立」の１人としてい
る．彼は恵比寿座演芸会のレアンダーに出演した．
（２３）ヘルマン・エームンツ（Emunds）は海兵第１中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．１５［久留米；ライン州ケルン
＝ドイツ］；俘名 １７，p．１５．ケルン＝ドイツはケルン市の一部であった．エームンツは久留米収容所の舞台に立っ
た．津村 ２０００，p．４３；瀬戸 ２００１，p．７３［久留米］．収容所が交付した発信用紙の捕虜間売買に関連して，１９１７年１２
月に「重営巣（＝営倉）の処罰を受けた」「歩兵卒…ヘルマン・エムント」（久収 ０３，p．１７；堤諭吉氏教示）は，彼で
あろう．さらに，冨田 １９９１，p．５８；久収 ９９，p．３３を参照．彼は収容所楽団の用務員であり，恵比寿座演芸会に音楽
の部で参加した．
（２４）パウル・エンゲル（Engel）は海兵第７中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．１５［丸亀；ドレースデン］；俘名
１７，p．１５［板東］．ただし，俘虜患解放表 １９２０は彼を「後備海軍歩兵卒」としている．彼は，丸亀・板東収容所で
２３５久留米「収容所楽団」指揮者オットー・レーマンの生涯
－５９－
組織されたエンゲル楽団の指揮者であった．彼について，瀬戸 ２００１，p．７３［丸亀→板東］；松尾 ２００２ ，pp．１４－
１５；松尾 ２００２，p．９９，（注５）（第１－）；榎本 ２００３，pp．１０５－１１０を参照．エンゲル主宰の楽団については，エ
ンゲル楽団 １９８６（冨田訳）；横田 ２００２，pp．２７，３３－３５，３９－４０，４３－４６，５４－５７，５９－６０，６８－７２，８１－８５，１３３
を参照． 上海工部局年報 １９１２，p．１７０Ｂ；同 １９１６，p．１７０Ａにおいて，エンゲルは上海工部局管弦楽団の団員
（１９１２年１０月入団．榎本 ２００３，p．１０６を参照）であり，１９１６年版にもカッコ付きで団員として挙げられている．さら
に，エンゲルは１９２２年にオランダ領東インドのジョクジャカルタに居住していた（職業不記載）．Japangefangene
１９２２，S．３０．彼は，ハドソン丸（上海とインドネシアに寄港）に乗船し，上海在住だった妻（小幡公使 １９１９）とと
もに，インドネシアで下船したのであろう．
（２５）パウル・エンゲルハルト（Engelhardt）は海兵第３中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．１５［久留米；フランクフ
ルト・アム・マイン］；俘名 １７，p．１５．彼は久留米収容所の演劇で大いに活躍した．津村 ２０００，pp．４３，４６；瀬戸
２００１，p．７８［久留米］．彼は恵比寿座演芸会のレアンダーとトーニに出演した．
（２６）ハインリヒ・エペ（Epe）は海兵第４中隊の下士官であった．俘名 １５，p．１５［久留米；グレーフェンブリュッ
ク］；俘名 １７，p．１６．グレーフェンブリュックはヴェストファーレン州の村であった．Ritter １９０５，S．８５０．エペは
１９１５年１１月以来の収容所楽団第２ヴァイオリン奏者であり，恵比寿座演芸会に音楽の部で参加した．
（２７）ゲオルク・フィンスター（Finster）は海兵第１中隊の一等兵であった．俘名 １５，p．１７［久留米；ベルリーン］；
俘名 １７，p．１７．彼は米国のドイツ語新聞に投書して，久留米収容所への楽譜送付を要望した．
（２８）ブルーノ・フィッシャー（Fischer）は海兵・工兵中隊の予備下士官であった．俘名 １５，p．１７［久留米；シャル
ロッテンブルク（「ベルリーン云々」の追記あり）］；俘名 １７，p．１７．彼は久留米収容所の舞台に立った．津村
２０００，p．４５；瀬戸 ２００１，p．７５［久留米］．彼は恵比寿座演芸会のトーニに出演した．
（２９）エーリヒ・フィッシャー（Fischer）は海兵第４中隊の予備下士官であった．俘名 １５，p．１７［久留米；バイエル
ン・シュヴァインフルト］；俘名 １７，p．１７；瀬戸 ２００１，p．７５［熊本→久留米］．シュヴァインフルトはバイエルン
の村であった．Ritter １９０６，S．８２８．フィッシャーは久留米収容所の１９１９年２月と同年３月の第１回・第３回「音楽の
夕べ」で演奏した．久収 ９９，pp．６３－６４；久収 ０３，pp．６９－７１．彼は２月のプログラムによればピアノを弾いた．彼
は久留米高女での交歓音楽会に出演した．プログラムには楽器のピアノもフィッシャーの名も記されていない．しか
し，彼は久留米市文化財収蔵館所蔵のプログラムに，私はそこでピアノを弾いた，と記して，署名している．
（３０）ヨハン・フィッシャー（Fischer）は海兵第４中隊の後備兵であった．俘名 １５，p．１７［久留米；ハンブルク］；俘
名 １７，p．１７．彼は久留米収容所の舞台に立った．津村 ２０００，p．４５；瀬戸 ２００１，p．７５［久留米］．恵比寿座演芸会
のトーニに出演した．
（３１）パウル・フィッシャー（Fischer）は海兵・砲兵中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．１７［久留米；グリューナ
ウ］；俘名 １７，p．１７．彼は久留米収容所の舞台に立った．津村 ２０００，p．４５；瀬戸 ２００１，p．７６［熊本→久留米］．
彼は恵比寿座演芸会のレアンダーに出演した．なお，松尾 ２００２，p．５０は彼を，本籍地がザクセン王国にあった可能
性のある青島捕虜の１人としていた．ザクセンのグリューナウ村の一つは現在ランゲンヴァイスバハ村に属している．
後者の村役場からの回答によれば，パウル・フィッシャーは１８８４年にザクセン王国ヴィルデンフェルス市で生まれ，第
一次大戦に従軍し，１９６７年にグリューナウ村で没した．彼の家族は第一次大戦当時すでにグリューナウ村に転居してい
たのであろう．そして，俘虜名簿の本籍地は，彼の家族の居住地である，ザクセン王国ツヴィッカウ市近郊グリューナ
ウ村であろう．
（３２）ヴィルヘルム・フリッケ（Fricke）はヤーグアル号乗組の下士官（ドイツ海軍官階表の一等按針兵曹からの類推）
であった．俘名 １５，p．１８［久留米；ノイハウス〈・アム・レンヴェーク〉］；俘名 １７，p．１８．彼は１９２０年にオランダ
領東インドのウェルトゥフレーデンに居住し，ジャティ・バルー皮革製品工場に関係していた．Japangefangene １９２０，
S．３０．彼は恵比寿座演芸会に音楽の部で参加した．
（３３）ハインリヒ・フリーデル（Friedel）は海兵第４中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．１８［久留米；ヘッセン＝ナッ
サウ・ディレンブルク］；俘名 １７，p．１８．彼は恵比寿座演芸会に音楽の部で参加した．
（３４）カルル・フレーベル（Fröbel）は海兵第４中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．１８［久留米；ケルン］；俘名
１７，p．１８．彼は久留米収容所で歌を作曲し，歌った．瀬戸 ２００１，p．７７．久留米における彼の演奏会出演記録は，久収
９９，p．６３；久収 ０３，p．７０を参照．彼は１９１６年７月以来の収容所楽団団員（第２ヴァイオリン奏者）であり，恵比寿
座演芸会に音楽の部で参加した．
（３５）リヒャルト・ガーデブッシュ（Gadebusch）は海兵第１中隊の予備下士官であった．俘名 １５，p．１８［久留米；ベ
ルリーン］；俘名 １７，p．１９．彼は久留米収容所の演劇で大いに活躍した．津村 ２０００，pp．４３，４６；瀬戸 ２００１，p．７８
［久留米］．彼は恵比寿座演芸会のレアンダーに出演した．
（３６）コンラート・ギャラー（Galler）は海兵第１中隊の一等兵であった．俘名 １５，p．１８［久留米；ブレスラウ近郊フ
松 尾 展 成２３６
－６０－
リートラント（「上海…」の追記あり）］；俘名 １７，p．１９．ギャラー合唱団は１９１９年の収容所楽団演奏会に出演した．
合唱団の主宰者が彼であろう．
（３７）マックス・ガーライス（Gareis）は海兵第６中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．１９［松山；テューリンゲン・
カーラ］；俘名 １７，p．１９［板東］．上海工部局年報 １９１２，p．１７０Ｂ；同 １９１６，p．１７０Ａによれば，彼は１９０９年９月
入団の工部局管弦楽団団員であり，１９１６年版にもカッコ付きで団員として挙げられていた．さらに，瀬戸 ２００１，p．７８
［松山→板東］；習志野収容所 ２００１，p．６０を参照．
（３８）カルル・ゲーベルト（Gebert）は海兵・機関銃中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．１９［久留米；ネッカー河畔ホ
ルプ］；俘名 １７，p．１９．彼は恵比寿座演芸会で技術を担当した．
（３９）オットー・ゲープハルト（Gebhardt）は海兵第１中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．１９［久留米；タイヒャ］；
俘名 １７，p．１９．タイヒャはプロイセン王国ザクセン州の村であった．Ritter １９０６，S．１０１３．ゲープハルトは久留米
収容所の音楽（作曲・演奏）で活躍し，演劇にも出演した．久収 ９９，pp．１３，６４；津村 ２０００，p．４４；瀬戸 ２００１，p．７８
［久留米］；横田 ２００２，p．１１７（ゲバート）；久収 ０３，p．７１．久留米における彼の音楽会出演記録については，久
収 ９９，pp．４４－４５，５１，６２－６５，６９－７０，７６；久収 ０３，pp．４８－５０，５５，５７，６８－７１，７６－７７，８３を参照．久留米収
容のＡ．プラールの詩にゲープハルトが作曲した歌は，１９１９年３月３０日の演奏会で歌われた．久収 ９９，p．６４；久収
０３，p．７１．ゲープハルトは１９１５年１０月以前からの収容所楽団団員（ヴィオラ奏者，後にトランペット奏者）であり，恵
比寿座演芸会に音楽の部で参加した．
（４０）ヴィリー・ゲルトマッヒャー（Geldmacher）は第１中隊の一等兵であった．俘名 １５，p．１９［久留米；ヴェスト
ファーレン・ヴァイトマル〈「膠州砲兵大隊」の追記あり〉］；俘名 １７，p．１９［所属は海兵・野戦砲兵中隊，姓の hh
は chの誤り］．ヴァイトマルはヴェストファーレン州の村であった．Ritter１９０６，S．１２３４．ゲルトマッヒャーは久留米収
容所の舞台に立った．津村 ２０００，p．４４；瀬戸 ２００１，p．７８［所属は海兵第１中隊．久留米］．彼は恵比寿座演芸会の
レアンダーに出演した．
（４１）オットー・ゲーリッケ（Gericke）は海兵・予備砲兵中隊の後備下士官であった．俘名 １５，p．１９［久留米；ハ
ノーファー］；俘名 １７，p．１９．彼は１９１９年１２月に収容所楽団のチェロ奏者であり，恵比寿座演芸会に音楽の部で参加
した．
（４２）ヴァルター・ギルマン（Gillmann）は海兵・機関銃中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．１９［久留米；トリーア近
郊ヴィーベルスキルヒェン］；俘名 １７，p．２０．ヴィーベルスキルヒェンはライン州の村であった．Ritter １９０６，
S．１２５６．ギルマンは恵比寿座演芸会に音楽の部で参加した．
（４３）アルトゥル・ゲプフェルト（Göpfert）は海兵・工兵中隊の予備少尉であった．俘名 １５，p．２［松山；エルツゲ
ビルゲ〈地方〉アナベルク］；俘名 １７，p．２［板東］．日本居住許可俘虜 １９２０はゲプフェルトを「日本内地契約成
立 」の１人としている．さらに，瀬戸 ２００１，p．７９［松山→板東］；松尾 ２００２ ，pp．３８，４５－４７；松尾 ２００２
 ，pp．９９－１００を参照．ゲプフェルトは１８７９年にアナベルクで生まれ，１９３７年に中国・山西省太原で没したであろう．
（４４）１９８２年に９４歳の元板東収容捕虜，「ゴッペルト」が，「海軍士官だった私は，バンドーで鶏と豚を飼育していた」，
とミュンヒェンで語った，という．林 １９９３，p．１５９．この人物は，所属部隊不明の予備一等兵フリードリヒ・ゴッペ
ルト（Goppelt．俘名 １５，p．２０［久留米；バイエルン・ヴァイゼンブルク（「海兵・野戦砲兵隊」の追記あり）］；俘
名 １７，p．２０［板東］）である可能性が高い．類似した姓の士官と下士官・兵士はいなかった．俘名 １５，pp．２，２０；
俘名 １７，pp．２，２０を参照．ゴッペルトの家族連絡先は Heimatsadressen 1919, S. 15によればバイエルンのヴァイセン
ブルクであった．したがって，俘虜名簿の sは ssの誤記である．ヴァイセンブルク市役所戸籍部回答によれば，フ
リートリヒ・ゴッペルトは同市で１８８９年に生まれ，１９８８年にミュンヒェンで没した．この生年は，１９８２年に９４歳だっ
た，という上記「ゴッペルト」にほぼ照応する．ただし，士官であった，と彼が述べた，とされているのは，誤りであ
ろう．上記（４３）の士官ゲプフェルトは１９８２年に存命ならば，１０２歳を超えていたはずである．
（４５）グラーフ（Graf）は１９１８年８月より後の久留米収容所に２人いた．海兵第１中隊一等兵のエルンスト［バルメン］
と海兵（中隊不明）二等兵のヤーコプ［バイエルン・ヴァルペルツキルヒェン］である．俘名 １５，p．２０；俘名 １７，
p．２１．ヴァルペルツキルヒェンはバイエルンの村であった．Ritter １９０６，S．１２１２．ヤーコプ・グラーフは１９１９年４月な
どに久留米収容所の舞台に立った．津村 ２０００，p．４３；瀬戸 ２００１，p．８０［熊本→久留米→板東（このうち，「→板
東」は誤植とのことである）］を参照．恵比寿座演芸会に「曲芸師」の部で参加したグラーフは，ヤーコプである
可能性が高いけれども，確定はできない．
（４６）ユーリウス・グレーナー（Gräner）は皇后エリーザベト号乗組の二等兵であった．俘名 １５，p．２０［久留米；ハン
ガリー・カッサウ］；俘名 １７，p．２１［習志野］．彼は１９１８年８月に習志野に移された．収容換俘虜 １９１８．収容所楽
団は１９１６年の収支決算書によれば，楽器修理代を彼に支払った．
（４７）オットー・ギュンター（Günther）は膠州総督府民政長官であった．俘名 １５，p．２［板東；ベルリーン近郊フ
２３７久留米「収容所楽団」指揮者オットー・レーマンの生涯
－６１－
リードリヒスフェルデ］（この項はすべて追記である）；俘名 １７，p．２［（この項も，「文官」を含めて，追記であ
る）］．フリードリヒスフェルデはブランデンブルク州の村であった．Ritter １９０５，S．７４９．ギュンターは１９１８年５月に
青島から板東に移された．林 １９９３，p．４２；瀬戸 ２００１，pp．８１，１３９［板東］．日本内地居住許可俘虜 １９２０は彼を，
「特別事 ヲ有シ青島居住希望」の１人としている．
（４８）フリードリヒ・ハック（Hack）は膠州総督府所属（部署不明）であった．俘名 １５，p．２［福岡；フライベルク・
イム・ブライスガウ］；俘名 １７，p．２［習志野（「文官」の追記あり）］．彼（１８？？－１９４９）は１９１２年から開戦まで南
満州鉄道㈱顧問であった．青島防衛軍では予備中尉・情報部通訳となった．福岡収容所時代の１９１６年に彼は１年半の懲
役刑に処せられた．前年の捕虜士官４人の逃亡を幇助した，と見なされた．ハックは１９３６年の日独防共協定締結に重要
な役割を果たした．瀬戸 ２００１，pp．８２，１３９［福岡→習志野］；習志野収容所 ２００１，pp．２６，２８－２９，１２０，１２２－
１２７．日本内地居住許可俘虜 １９２０は彼を「特別事 ヲ有シ日本内地ニ居住希望」の１人としている．
（４９）マティーアス・ハーン（Hahn）は海兵第２中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．２２［久留米；マルクブライ
ト］；俘名 １７，p．２２［姓の－nnは誤植］．マルクブライト（dt）という集落は地名辞典にない．マルクト（kt）ブラ
イト（t）はバイエルンの都市であった．Ritter １９０６，S．１８４．ハーンは久留米収容所の演劇で活躍した．津村 ２０００，
pp．４４；瀬戸 ２００１，p．８３［久留米］．彼は恵比寿座演芸会で技術を担当した．
（５０）グスタフ・ハーケ（Hake）は膠州砲兵大隊（中隊不明）の予備下士官（ドイツ海軍官階表の上等掌砲兵曹からの
類推）であった．俘名１５，p．２２［久留米；ヴィースバーデン］；俘名１７，p．２２．彼は久留米収容所劇団の多くの演目
に出演した．津村２０００，p．４４；瀬戸２００１，p．８２［福岡→久留米．火工副曹長］．久留米における彼の音楽会出演記録
は，久収９９，p．６１；久収０３，p．６８を参照．日本居住許可俘虜 １９２０は彼を「日本内地契約成立」の１人としてい
る．彼は１９１９年１２月に収容所楽団のチェロ奏者であり，恵比寿座演芸会にレアンダー，トーニと音楽の部で参加した．
（５１）クルト・ハリーア（Hallier）は東アジア分遣隊第３中隊の予備下士官であった．俘名 １５，p．２２［久留米；ビーレ
フェルト］；俘名 １７，p．２２．彼は久留米収容所の演劇活動の中心として，演出で大いに活躍した．津村 ２０００，
pp．４４，４６；瀬戸 ２００１，p．８３［福岡→久留米］；久収 ０３，pp．８６－８７，８９．彼は１９１５年１０月までの短期間，収容所楽
団の会計責任者であり，恵比寿座演芸会のレアンダーに出演した．
（５２）ハインリヒ・ハム（Hamm）は東アジア分遣隊第３中隊の二等兵（ただし，ドイツ海軍官階表に彼の階級は含まれ
ていない）であった．俘名 １５，p．２２［習志野；ビンゲン近郊エルスハイム］；俘名 １７，p．２３．エルスハイムはヘッ
セン大公国の村であった．Ritter １９０５，S．６４８．ハム（１８８３－１９５４）は１９１２年から１４年の召集まで，山梨県のぶどう園
（現サントリー㈱山梨ワイナリー）でワイン技術者として勤務した．習志野収容所時代に彼は合唱で活動した．帰国後
の彼は郷里エルスハイムで「日本人」と呼ばれた．瀬戸 ２００１，p．８３［東京→習志野．二等砲手］；習志野収容所
２００１，pp．８－９，１１６－１１７；習志野市史研究 ２００３，pp．５，８，１０，１６，３１，３７，４２，４８，５４－５５．彼の日記は習志
野収容所の音楽事情に言及している．
（５３）ヘルマン・ハンゼン（Hansen）は膠州砲兵大隊第３中隊の軍楽下士官（一方で軍樂曹長から，他方では一等兵曹な
どからの類推）であった．俘名 １５，p．２２［徳島；グリュックスブルク］；俘名 １７，p．２３［板東］．ハンゼン
（１８８６－１９２７）はグリュックスブルク〈俘虜名簿の本籍地である〉で生まれ，フレンスブルクで没した．彼は１９０４年に
海軍に入った．徳島収容所時代に楽団を結成し，板東ではそれを発展させて，１９１８年６月にベートホーフェンの「第
九」全曲演奏を指揮した．帰国後は声楽クラブで活動した．鳴門市史 １９８２，pp．７５２－７５４，７５８－７５９，７６１－７６２［軍
楽長］；冨田 １９９１，pp．１６６－１７２［軍楽隊長］；林 １９９３，pp．９３－９５，１１７［軍楽隊長］；板東収容所 ２０００，
pp．４１－４２［軍楽隊長］；瀬戸 ２００１，p．８３［大阪→徳島→板東．宣誓解放．軍楽隊長・軍楽曹長］；横田 ２００２，
pp．６２－６７［軍楽長・軍楽兵曹・兵曹長］．
（５４）アウグスト・ヘック（Heck）は東アジア分遣隊第１中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．２３［久留米；ミュール
フェルト］；俘名 １７，p．２４．ミュールフェルトはバイエルン王国の村であった．Ritter １９０６，S．３０７．ヘックは１９１６
年７月以来の収容所楽団団員（助奏ヴァイオリン奏者）であり，恵比寿座演芸会に音楽の部で参加した．
（５５）ヤーコプ・ヘッケンビュッカー（Heckenbücker）は海兵第１中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．２３［久留米；ク
レーフェルト］；俘名 １７，p．２４．彼は１９２２年にオランダ領東インドのインドラマイヨに居住し，農村警察・巡査部長
であった．Japangefangene １９２２，S．３０．収容所楽団は１９１７年に印刷費を彼に支払った．
（５６）カルル・ハイムス（Heims）は海兵第２中隊の予備下士官であった．俘名 １５，p．２３［久留米；オスナブリュッ
ク］；俘名 １７，p．２４；瀬戸 ２００１，p．８５［久留米］；久収 ０３，p．１１２．彼は１９１５年１１月以来の収容所楽団助奏ヴァ
イオリン奏者であり，恵比寿座演芸会のレアンダーと音楽の部に出演した．
（５７）ハインリヒ（Heinrich）は久留米収容所に２人いた．アルフレートは海兵第３中隊の一等兵［アレンシュタイン］
であり，クサーベルは海兵第３中隊の二等兵［メンスブルク］であった．俘名 １５，p．２４；俘名 １７，p．２４．メンスブ
ルクは地名辞典に記されていない．Ritter １９０６，S．２２６を参照．恵比寿座演芸会のレアンダーに出演したのが，アルフ
松 尾 展 成２３８
－６２－
レートかクサーベルかは確定できない．なお，クサーベルについては，瀬戸 ２００１，p．８５を参照．
（５８）ヘルマン（Hermann）姓の下士官・兵士は久留米収容所にいなかった．俘名 １７，p．２５を参照．したがって，問題
のヘルマンは士官相当の衛戍管理部管理官フリッツである．俘名 １５，p．２［久留米；ベルリーン］；俘名 １７，
p．２．フリッツ・ヘルマンは恵比寿座演芸会に音楽の部で参加した．
（５９）ゲオルク・フォン・ヘルトリンク（Hertling）男爵は海兵第１中隊の少尉であった．俘名 １５，p．２［久留米；
ヴュルツブルク］；俘名 １７，p．２．彼は本稿第２節（Ⅰ）（注４）に記したように，クロアチア・リピクで１８８８年に
生まれた．彼は久留米ではシンフォニー・オーケストラを指揮し，さまざまな分野で作曲した．１９１９年２月の「室内楽
の夕べ」では彼の作品３曲だけが演奏され，彼自身も全３曲のピアノを担当した．彼は収容所の音楽教育の中心であっ
た．さらに，久留米収容所劇団の１演目で演出した．久収 ９９，pp．１３－１４，６４；津村 ２０００，p．４５；瀬戸 ２００１，p．８６
［久留米］；横田 ２００２，pp．１０１，１０３－１０４，１０６－１０８，１１０，１１６，１１８－１１９，１２１，１２３（１９１９年９月２９日の指揮者は
Ｋ．フォークトであった．久収 ９９，p．７２；久収 ０３，p．７９）；久収 ０３，pp．４０，４２，７０－７１．ヘルトリンクの詩，
「祖国の歌」はＫ．フォークトによって作曲された．冨田 １９９１，p．７６．地元新聞，『福岡日日新聞』の１９１５年１月１７日
の記事，「俘虜の演劇稽古－獨帝天長節 賀準備」における「音樂家フォン・ヘルトリン少尉」（久収 ９９，p．８３）は，
ヘルトリンクであろう．久留米におけるヘルトリンクの演奏会出演記録は，久収 ９９，pp．４２－７５；久収 ０３，pp．４７－
８３を参照．本稿第２節（Ⅱ）（注１８）③に記したように，彼は久留米収容所におけるベートホーフェン「第九」全曲演
奏と久留米高女における同曲の中間部２楽章との指揮者と推定されている．彼は１９１９年１２月に収容所楽団の第１ヴァイ
オリン奏者であった．彼は収容所楽団の中でただ１人の士官であった．恵比寿座演芸会に音楽の部で参加した．
（６０）パウル・ヒルシュベルガー（Hirschberger）は海兵第１中隊の下士官であった．俘名 １５，p．２５［久留米；ハノー
（フェルシュ・）ミュンデン］；俘名 １７，p．２５．彼は久留米収容所の演劇で活躍した．解放後の１０年余り，久留米の
ゴム工業の技術発展に貢献した．津村 ２０００，p．４５；瀬戸 ２００１，p．８７［久留米］；久収 ０３，pp．１４９－１５０．日本居
住許可俘虜 １９２０は彼を「日本内地契約成立」の１人としている．彼は恵比寿座演芸会のトーニに出演した．
（６１）フランツ・ホルシュタイン（Holstein）は海兵第３中隊の予備一等兵であった．俘名 １５，p．２５［久留米；ライン
州エッセン］；俘名 １７，p．２６．彼は久留米詩文集 １９１８の印刷を担当した．瀬戸 ２００１，p．８７［久留米］．彼は収容
所楽団のプログラムの図案家であった．
（６２）グスタフ・ヒューン（Hühn）は海兵第２中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．２６［久留米；クーバッハ］；俘名
１７，p．２７；瀬戸 ２００１，p．８８［久留米］．クーバッハはバーデン大公国の村であった．Ritter １９０５，S．１２３４．ヒュー
ンは１９１９年１２月に収容所楽団のクラリネット奏者であり，恵比寿座演芸会のレアンダーと音楽の部に出演した．
（６３）リヒャルト・インベルク（Imberg）は東アジア分遣隊（中隊不明）の二等兵であった．俘名 １５，p．２６［久留米；
ミュンヒェン＝グラートバッハ］；俘名 １７，p．２７．彼は久留米収容所の舞台に立った．津村 ２０００，p．４３；瀬戸
２００１，p．８８［久留米］．彼の詩２編は久留米詩文集 １９１８に収められた．彼は恵比寿座演芸会のトーニに出演した．
（６４）パウル・イーザーローエ（Iserlohe）は海兵第２中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．２６［久留米；リュトゲン＝
ドルトムント］；俘名 １７，p．２８；瀬戸 ２００１，p．９０［久留米］．リュトゲンドルトムントはヴェストファーレン州の
村であった．Ritter １９０６，S．１２５．イーザーローエの日記は久留米収容所における１９１５年１月の音楽活動に言及してい
る．久収 ０３，p．１４０．
（６５）マックス・ヤーン（Jahn）は海兵第３中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．２７［久留米；シュレージエン・ハイ
ダースドルフ］；俘名 １７，p．２７．ハイダースドルフはシュレージエン州の村であった．Ritter １９０５，S．９４１．ヤーン
は１９１５年の収容所楽団収支決算書によれば舞台画家の一人であった．彼は恵比寿座演芸会で技術を担当した．
（６６）フリッツ・イエーネルト（Jähnert）は海兵第１中隊の予備下士官であった．俘名 １５，p．２７［久留米；ザーレ河畔
ナウエンベルク（「ゲルゼンキルヒェン」の追記あり）］；俘名 １７，p．２７．ザーレ河畔ナウエンベルクは地名辞典にな
い．ザーレ河畔ナウムブルクはザクセン州の都市であった．Ritter １９０６，S．３３４．イエーネルトは久留米収容所の舞台
に出演した．津村 ２０００，p．４３；瀬戸 ２００１，p．８９［熊本→久留米］．収容所楽団は１９１７年に謄写用麻布を彼から買い
入れた．
（６７）カルル・ユッフハイム（Juchheim）は後備軍の二等兵であった．俘名 １５，p．６８［大阪；ポンメルン州ガルツ（１９１５
年９月に収容）］；俘名 １７，p．２８［似島］．彼（１８８９－１９４５）は，繁盛する菓子店を青島で経営していた．彼が日本に
収容された後も青島に留まっていたユッフハイム夫人は，青島駐屯日本軍の山田耕三大尉からしばしば厚意を受けた．
ユッフハイムは解放後，明治屋に入社し，さらに横浜で，後に神戸で菓子店，「ユーハイム」を開業した．瀬
戸 ２００１，pp．９０－９１［大阪→似島］．日本居住許可俘虜 １９２０は彼を「日本内地契約成立」の１人としている．な
お，夫人による彼の伝記（ディルク・ファン＝デア＝ラーン氏の教示）によれば，彼の出生地はカウプ・アム・ライン
であった．
（６８）フランツ・ユンゲ（Junge）は海兵第１中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．２８［久留米；ザクセン・メルゼブル
２３９久留米「収容所楽団」指揮者オットー・レーマンの生涯
－６３－
ク近郊バルディッツ］；俘名 １７，p．２９．バルディッツはザクセン州の村であった．Ritter１９０５，S．１６３．ユンゲは１９２２
年にオランダ領東インドのバイテンゾルフに居住し，警察学校勤務の警部であった．Japangefangene １９２２，S．３０．彼は
恵比寿座演芸会に音楽の部で参加した．
（６９）フリードリヒ・カール（Kahl）は海兵第３中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．２８［久留米；ヴェストファーレ
ン・ゲルゼンキルヒェン］；俘名 １７，p．２９．彼は恵比寿座演芸会で技術を担当した．
（７０）フリードリヒ・カイザー（Kaiser）は膠州砲兵大隊第１中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．２８［久留米；バーデ
ン・キルヒハイム］；俘名 １７，p．２９．彼は恵比寿座演芸会で技術を担当した．
（７１）カルコプフ（Kalkopf）は恵比寿座演芸会の技術担当とされている．この姓の捕虜は久留米収容所にいなかった．
ハインリヒ・カルコーフ（Kalkof）は東アジア分遣隊（中隊不明）の二等兵であった．俘名 １５，p．２８［久留米；ライ
ン州クレーフェ］；俘名 １７，p．２９．ヴィルヘルム・カルトホフ（Kalthoff）は海兵・機関銃中隊の下士官であった．俘
名 １５，p．２８［久留米；ルール・エッセン］；俘名 １７，p．２９．後者は久留米収容所の舞台に立ったことがある．津村
２０００，p．４３；瀬戸 ２００１，p．９１［久留米］．演芸会のカルコプフとは後者のことではなかろうか．
（７２）ゴットリープ・カミンスキー（Kaminsky）は海兵第１中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．２８［久留米；ライン
州デュッセルドルフ］；俘名 １７，p．２９．彼は１９２２年にオランダ領東インドのジョンバン（スラバヤ）に居住し，農村
警察・巡査部長であった．Japangefangene １９２２，S．３０．彼は恵比寿座演芸会に「曲芸師」の部で参加した．
（７３）ヨハン・ケットゲン（Kettgen）は海兵・機関銃中隊の一等兵であった．俘名 １５，p．３０［久留米；ライン州ホン
ベルク］；俘名 １７，p．３０［「死亡」の追記あり］；瀬戸 ２００１，p．９３［熊本→久留米］．彼は１９１９年３月に流行性脳脊
髄炎のために死亡した．収容所当局は３週間の検疫を実施し，文化活動拠点の第１６号バラックの使用を禁止した．
（７４）オットー・キースリンク（Kiessling）は海兵第４中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．３０［久留米；ドレースデ
ン］；俘名 １７，p．３０．彼は久留米収容所の演劇で非常に活躍した．津村 ２０００，pp．４３，４６；瀬戸 ２００１，p．９３［熊
本→久留米］．彼は１９２２年にオランダ領東インドのウェルトゥフレーデンに居住し，郵便局に勤務していた．
Japangefangene１９２２，S．３０．彼は恵比寿座演芸会で技術を担当した．
（７５）ヨハン・クラースマン（Klassmann）は東アジア分遣隊第１中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．３０［久留米；グ
ロースマイシャイト］；俘名 １７，p．３１．グロースマイシャイトは地名辞典に記載されていない．Ritter １９０５，S．８７０
を参照．クラースマンは恵比寿座演芸会に音楽の部で参加した．
（７６）エルンスト・クルーゲ（Kluge）は海兵第２中隊の一等兵であった．俘名 １５，p．３１［久留米；ベルリーン］；俘
名 １７，p．３１；瀬戸 ２００１，p．９４［久留米］；久収 ０３，pp．１０１，１３２．彼の「日記」と彼の子息の回想によれば，ク
ルーゲ（１８９２－１９７９）はベルリーンで生まれ，ギターとヴァイオリン（収容所では第１ヴァイオリン）を弾いた．１９１４
年初めに青島に派遣され，久留米高女での交歓音楽会と恵比寿座演芸会（音楽の部）に参加した．帰国後は再保険会社
を経営し，ミュンヒェン近郊キームゼーで没した．久収 ０３，pp．１１２，１１９－１２１，１２５，１３２－１３３．クルーゲは１９１９年１２
月に収容所楽団の助奏ヴァイオリン奏者であった．
（７７）ヴィルヘルム・クナウフ（Knauf）は海兵第１中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．３１［久留米；ライン州ヘプ
シャイト］；俘名 １７，p．３１．ヘプシャイトは地名辞典に記載されていない．Ritter １９０５，S．９５１を参照．クナウフは
収容所楽団のために何度か写譜をした．１９１９年１０月に楽団を退団した（入団時期と担当楽器は不明）．
（７８）オットー・コルピン（Kolpin）は海兵第１中隊の予備一等兵であった．俘名 １５，p．３２［久留米；プロイセン・ク
レツケ］；俘名 １７，p．３２．クレツケはブランデンブルク州の村であった．Ritter １９０５，S．１１７８．収容所楽団第１００回
演奏会を記念して，コルピンは寄付をした．
（７９）エーリヒ・コーツァー（Kozer）は東アジア分遣隊第３中隊の予備下士官であった．俘名 １５，p．３２［久留米；
リューベック］；俘名 １７，p．３３．彼は１９１９年１２月に収容所楽団の第１ヴァイオリン奏者であり，恵比寿座演芸会に音
楽の部で参加した．
（８０）ハインリヒ・クラッベル（Krabbel）は海兵第３中隊の予備下士官であった．俘名 １５，p．３２［久留米；ヴェスト
ファーレン・イーザーローン］；俘名 １７，p．３３．彼は久留米収容所の演劇で活躍した．津村 ２０００，p．４３；瀬戸
２００１，p．９６［熊本→久留米］．彼は恵比寿座演芸会のレアンダーとトーニに出演した．
（８１）カルル・クライケ（Kreike）は海兵・重野戦榴弾砲兵中隊の後備下士官であった．俘名 １５，p．３３［久留米；ハ
ノー（フェルシュ・）ミュンデン（「フリードリヒ街…」の追記あり）］；俘名 １７，p．３３．彼は久留米収容所の舞台に
立った．津村 ２０００，p．４３；瀬戸 ２００１，p．９７［熊本→久留米］．彼は恵比寿座演芸会のトーニに出演した．
（８２）カルル・クリューガー（Krüger）は膠州砲兵大隊（中隊不明）の下士官であった．俘名 １５，p．３３［習志野；トル
ン］；俘名 １７，p．３４．彼（１８９２－１９８０）は西プロイセン・トルン近郊ペンザウで生まれ，ポツダムの軍学校を卒業
後，１９１１年から青島要塞に勤務した．日本から帰国後は警察・裁判所に勤務し，ブレーマーハーフェンで没した．彼の
自伝，『ポツダムから青島へ』は２００１年に彼の息によって刊行された．習志野市史研究 ２００３，pp．５７，１１２；星昌幸氏
松 尾 展 成２４０
－６４－
教示．彼の回想録は習志野収容所の音楽活動に関する記述を含む．
（８３）パウロ・クーロ（Kuhlo）中佐は東アジア分遣隊の隊長であった．俘名 １５，p．２［習志野；ビーレフェルト］；
俘名 １７，p．２．彼は東京，後に習志野収容所の先任将校であった．また，習志野では１９１５年のクリスマス・コンサー
ト（室内楽）でピアノを演奏した．瀬戸 ２００１，pp．９８，１４０［東京→習志野］；習志野収容所 ２００１，pp．６３，１４７（プ
ログラム）．さらに，習志野市史研究 ２００３，p．１１９（クーロは１８６６年にビーレフェルトで生まれ，１９４３年にベーテルで
没した）を参照．ドイツ語新聞の切抜によれば，彼は米国から久留米収容所への楽譜寄贈に対して謝辞を述べた．
（８４）マックス・キューネ（Kühne）は海兵第１中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．３４［ザクセン・シェーネベッ
ク］；俘名 １７，p．３４．シェーネベックはザクセン州の都市であった．Ritter １９０６，S．８１３．同じ久留米収容のアード
ルフでなく，マックスを収容所楽団団員と想定する根拠は，松尾 ２００３ ，第１節（注１）を参照．久留米収容所にお
けるマックス・キューネの音楽会出演記録は久収 ９９，pp．４４，６２－６４；久収 ０３，pp．４８，５０，６８－７１を参照．彼は
１９１５年１０月以前からの収容所楽団チェロ奏者であり，恵比寿座演芸会に音楽の部で参加した．
（８５）エルンスト・キュンネ（Künne）は海兵第１中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．３４［久留米；ブラウンシュヴァ
イク］；俘名 １７，p．３５．収容所楽団第１００回演奏会を記念して，彼は他の３人と共同で，レーマンに感謝状を贈った．
（８６）マックス・レーデ（Lehde）は海兵第２中隊の下士官であった．俘名 １５，p．３５［久留米；フランクフルト・ア
ン・デア・オーデル近郊ビーゲンブリュック］；俘名 １７，p．３６．ビーゲンブリュックはブランデンブルク州の村で
あった．Ritter １９０５，S．２５１．レーデは久留米収容所の舞台に立った．津村 ２０００，p．４５；瀬戸 ２００１，p．１００［久留
米］．彼は１９２２年にオランダ領東インドのブローラに居住し，警部補であった．Japangefangene １９２２，S．３１．恵比寿座
演芸会のレアンダーに出演した．
（８７）カルル・レーマン（Lehmann）は海兵第４中隊の二等兵［久留米；ザクセン州パキシュ］であった．俘名 １５，
p．３５；俘名 １７，p．３６．パキ（k）シュは地名辞典にない．Ritter １９０６，S．４９８を参照．パッキ（ck）シュはザクセン州
の村であった．Ritter １９０６，S．４９６．彼は久留米収容所楽団指揮者と同姓ではあるが，久留米市杉野齒科醫院の領収書
の宛先とは考えられない．
（８８）エーリヒ・リンデマン（Lindemann）は海兵・工兵中隊の一等兵であった．俘名 １５，p．３６［久留米；ケーニヒス
ベルク］；俘名 １７，p．３７．彼は恵比寿座演芸会に「曲芸師」の部で参加した．
（８９）エルンスト・リンネ（Linne）は膠州砲兵大隊第５中隊の戦時志願兵であった．俘名 １５，p．３６［久留米；ブレー
メン］；俘名 １７，p．３７．彼は久留米収容所の演劇で活躍した．津村 ２０００，p．４５；瀬戸 ２００１，p．１０１［福岡→久留
米］．恵比寿座演芸会のトーニに出演した．
（９０）フランツ・レフラー（Löffler）は海兵第４中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．３６［久留米；シュヴァルツヴァル
ト・ヨスタール］；俘名 １７，p．３７．ヨスタール（tal）は地名辞典にない．ヨスタール（thal）はバーデンの村であっ
た．Ritter１９０５，S．１０８１．レフラーは恵比寿座演芸会に音楽の部で参加した．
（９１）フリッツ・メーネルト（Mehnert）は海兵第３中隊の一等兵であった．俘名 １５，p．３８［久留米；エルフルト］；
俘名 １７，p．３９．彼は恵比寿座演芸会に音楽の部で参加した．
（９２）カルル・メルク（Merck）は海兵・機関銃中隊の予備少尉であった．俘名 １５，p．３［久留米；ダルムシュタッ
ト］；俘名 １７，p．３．彼は久留米収容所の舞台に立った．津村 ２０００，pp．４５－４６；瀬戸 ２００１，p．１０４［熊本→久留
米］．日本居住許可俘虜 １９２０は彼を「日本内地契約成立 」の１人としている．彼は恵比寿座演芸会のレアンダーに
出演した．
（９３）ハンス・ミーリエス（Millies）は膠州砲兵大隊第５中隊の後備・軍楽下士官（一方で軍樂曹長から，他方では一等
兵曹などからの類推）であった．俘名 １７，p．４０［習志野；キール．宣誓解放］．彼（１８８３－１９７４）はダーゲビュルで
生まれた．したがって，彼の本籍地は出生地ではない．彼はベルリーンで音楽を学んだ後，中国・上海工部局管弦楽団
のコンサートマスター兼副指揮者となった．習志野収容所で彼はミーリエス楽団を結成・指揮した．帰国後シュレース
ヴィヒ＝ホルシュタイン州立音楽学校校長などを歴任した．瀬戸 ２００１，pp．１０５－１０６［福岡→習志野．宣誓解放．後
備二等軍楽手］；習志野収容所 ２００１，pp．６０－６１，１７９，１８９－１９０［上海工部局の音楽隊長あるいは音楽院指揮者］；
横田 ２００２，p．１３３；習志野市史研究 ２００３，pp．２３，３２，３９，６９，７２；榎本 ２００３，pp．１１０－１１６．上海工部局年報
１９１２，p．１７０Ｂ；同 １９１６，p．１７０Ａにおいて，ミーリエス（１９１０年１０月入団．榎本 ２００３，pp．９６，１１０，１１２を参
照）は工部局管弦楽団の副指揮者であり，１９１６年版の名簿にもカッコ付きで挙げられていた．上海租界の代表は１９１５年
１２月に指揮者ミーリエスと楽団員エンゲル，ガーライス，プレーフェーナー，計４人の解放を日本外務大臣に申し入れ
たが，拒絶された．瀬戸 ２００１，pp．７３，７８，１０５，１１３；習志野収容所 ２００１，p．６０；榎本 ２００３，p．１０５．なお，ダー
ゲビュルはシュレースヴィヒ・ホルシュタイン州の村であった．Ritter 1905, S. 526.
（９４）ミュラー（Müller）．俘名 １７，p．４１によれば，この姓の捕虜が１９１７年当時久留米収容所に１３人いた．恵比寿座演
芸会に音楽の部で参加したミュラーが誰か，は不明である．
２４１久留米「収容所楽団」指揮者オットー・レーマンの生涯
－６５－
（９５）クルト・ナック（Nack）は海兵第３中隊の一等兵であった．俘名 １５，p．４１［久留米；シュテッティン］；俘名
１７，p．４２．彼は久留米収容所の室内楽で活躍し，演劇でも脚本１本を創作した．津村 ２０００，p．４４；瀬戸 ２００１，
p．１０８［熊本→久留米］；久収 ０３，pp．８７－８８．久留米におけるナックの演奏会出演記録は，久収 ９９，pp．４４－７６；
久収 ０３，pp．４８－８３を参照．彼の短い詩，６篇は，久留米詩文集 １９１８の冒頭にある．この中の２篇（「懐郷」と「思
出」）は，堤諭吉氏の教示によれば，久保 １９２０に訳されている．冨田 １９９１，pp．１０５－１０６；横田 ２００２，pp．９６－９７
に訳出されている詩，「おもかげ」（久保 １９２０では「思出」）の作者は，シュタルクではなく，ナックである．彼の
詩，「あこがれ」（久保 １９２０では「懐郷」）はＫ．フォークトによって作曲され，久留米の１９１８年１２月２６日と１９１９年５
月２２日の音楽会で歌われた．ナックの他の詩，「悲嘆」と「あなたのまなざし」は久留米でＨ．ヴァイセンボルンに
よって作曲され，１９１９年３月３０日に演奏された．久収 ９９，pp．６２，６４，６６；久収 ０３，pp．６８，７１，７３．さらに，冨
田 １９９１，pp．７５－７６を参照．ナックは１９１５年１１月以来の収容所楽団ヴァイオリン奏者であり，恵比寿座演芸会のレア
ンダーと音楽の部に参加した．
（９６）ゲオルク・ナーゲル（Nagel）は，膠州砲兵大隊（中隊不明）の二等兵であった．俘名 １５，p．４１［久留米；アル
トナ］；俘名 １７，p．４２．彼は久留米収容所の舞台に立った．津村 ２０００，pp．４４－４６；瀬戸 ２００１，p．１０８［熊本→久
留米］；久収 ０３，p．９０．収容所楽団第１００回演奏会を記念して，彼は他の３人と共同で，レーマンに感謝状を贈った．
（９７）ミヒェル・ナイトベーファー（Neidböfer）は膠州砲兵大隊第５中隊の一等兵であった．俘名 １５，p．４１［久留
米；トリーア近郊ルオェル］；俘名 １７，p．４２．ルオェ（oe）ルは地名辞典にない．Ritter１９０６，S．７３７を参照．ルーヴェ
（uwe）ルはライン州の村であった．Ritter１９０６，S．７４２．ナイトベーファーは恵比寿座演芸会に音楽の部で参加した．
（９８）ヤーコプ・ノイマイアー（Neumaier）は膠州砲兵大隊第４中隊の一等兵であった．俘名 １５，p．４１［福岡；バイエ
ルン・クライドルフ］；俘名 １７，p．４２［習志野］；瀬戸 ２００１，p．１０８［福岡→大分→習志野］；習志野収容所
２００１，p．２０１．クライドルフは地名辞典に記載されていない．Ritter １９０５，S．１１６３を参照．ノイマイアーの日記は習志
野収容所における音楽活動を記述している．
（９９）オットー・ニッケル（Nickel）は海兵・機関銃中隊の下士官であった．俘名 １５，p．４１［久留米；マクデブル
ク］；俘名 １７，p．４２．彼は久留米収容所の演劇で大いに活躍した．津村 ２０００，pp．４４，４６；瀬戸 ２００１，pp．１０８－
１０９［久留米］．彼は恵比寿座演芸会のレアンダーとトーニに出演した．
（１００）リヒャルト・ニチュケ（Nitschke）は海兵第１中隊の下士官であった．俘名 １５，p．４２［久留米；ブレスラ
ウ］；俘名 １７，p．４３．彼は久留米収容所の音楽の面で活躍した．瀬戸 ２００１，p．１０９［久留米］；横田 ２００２，
p．１１７．久留米における彼の演奏会出演記録は，久収 ９９，pp．４２，４４－４５，４８－４９，５１，５９，６２，６４－６５，６６，６９－
７０，７５－７６；久収 ０３，pp．４９－５０，５４－５５，５７，６９，７１，７６－７７，８２－８３を参照．彼は１９１５年１１月以来の収容所楽団
団員（チェロ奏者，後にトロンボーン奏者）であり，恵比寿座演芸会に音楽の部で参加した．
（１０１）テオドール・オルトレップ（Ortlepp）は築城部下士官（ただし，彼の階級はドイツ海軍官階表に見出されない）
であった．俘名 １５，p．４３［久留米；エルザス・シュトラースブルク］；俘名 １７，p．４４．彼は久留米収容所の演劇，
演出と出演で大いに活躍した．津村 ２０００，pp．４３，４６；瀬戸 ２００１，p．１１０［熊本→久留米．要塞構築部築城曹長］．
彼は１９１９年１２月に収容所楽団のヴィオラ奏者であり，恵比寿座演芸会のトーニと音楽の部に参加した．
（１０２）アウグスト・パプケ（Papke）は海兵第４中隊の一等兵であった．俘名 １５，p．４３［久留米；オストプロイセン・
トラケーネン］；俘名 １７，p．４４．トラケーネンはオストプロイセン州の村であった．Ritter １９０６，S．１０６４．パプケは
恵比寿座演芸会に音楽の部で参加した．
（１０３）アルトゥル・パウルゼン（Paulsen）は海兵第１中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．４３［久留米；ハンブルク
（「キール」の追記あり）］；俘名 １７，p．４４．彼は久留米収容所の舞台に立ち，久留米詩文集 １９１８の印刷に携わっ
た．津村 ２０００，p．４４；瀬戸２００１，p．１１１［久留米］．彼はプログラムの図案を描いて，収容所楽団から何度も報酬を
得た．収容所楽団第１００回演奏会を記念して，彼は他の３人と連名で，レーマンに感謝状を贈呈した．
（１０４）ヴィリ・ペシュテル（Pestel）は東アジア分遣隊第２中隊の一等兵であった．俘名 １５，p．４４［久留米；グライ
ツ］；俘名 １７，p．４５．彼は収容所楽団のために何度か写譜をした．１９１９年１２月に収容所楽団のヴィオラ奏者であり，
恵比寿座演芸会に音楽の部で参加した．
（１０５）ヴェルナー・ピーク（Pieck）は海兵・砲兵中隊の予備下士官であった．俘名 １５，p．４４［久留米；ブレスラ
ウ］；俘名 １７，p．４５．彼は久留米収容所の舞台に立った．津村 ２０００，p．４５；瀬戸 ２００１，p．１１１［熊本→久留米］．
彼は恵比寿座演芸会のトーニに出演した．
（１０６）フリッツ・ペーベル（Pöbel）は海兵第３中隊の一等兵であった．俘名 １５，p．４４［久留米；ボーフム］；俘名
１７，p．４６［板東］．後者の「板東」記載の問題点については，本稿第２節（Ⅰ）（注６）を参照．彼は久留米収容所の音
楽会で歌手として，また，演劇でも，しばしば出演した．津村 ２０００，pp．４５－４６；瀬戸 ２００１，p．１１２［久留米→板
東，宣誓解放］；横田 ２００２，p．１１４（ポイバイ）．久留米における彼の音楽会（久留米高女の交歓音楽会を含む）出演
松 尾 展 成２４２
－６６－
記録は，久収 ９９，pp．５２，６３－６４，７３，７５－７６（一部はポイバイ）；久収 ０３，pp．５１－５２，５７，７０，８０，８２－８３を参
照．彼は恵比寿座演芸会のレアンダーに参加した．
（１０７）アルフレート・プラール（Prahl）は海兵第３中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．４５［久留米；ベルリーン］；
俘名 １７，p．４６．彼は久留米収容所の演劇で活躍した．津村 ２０００，p．４５；瀬戸 ２００１，p．１１２［久留米］．彼の２編の
詩（「夕べのヴァイオリン」と「囚われ人の歌」）はＫ．フォークトによって作曲され，１９１９年５月２２日に歌われた．冨
田 １９９１，pp．７５－７６；久収 ２００３，p．７３．彼は久留米詩文集 １９１８に２編の文章と１１編の詩（「夕べのヴァイオリン」
を含む）を載せた．彼は恵比寿座演芸会のトーニに出演した．
（１０８）ヨハネス・プレーフェーナー（Pröfener）は海兵第４中隊の後備二等兵であった．俘名 １５，p．４５［大阪；ハンブ
ルク］；俘名 １７，p．４６［似島］．上海工部局年報 １９１２，p．１７０Ｂ；同 １９１６，p．１７０Ａによれば，彼は１９０６年１１月入
団の工部局管弦楽団団員であり，１９１６年版にもカッコ付きで団員として挙げられていた．さらに，瀬戸 ２００１，p．１１３
［大阪→似島］；習志野収容所 ２００１，p．６０；榎本 ２００３，p．９５を参照．
（１０９）ロート（Roth）は久留米収容所に４人，後には３人いた．しかし，演劇活動で活躍したのは，ハインリヒだけで
あった．津村 ２０００，p．４５；瀬戸 ２００１，p．１１５［熊本→久留米］．ハインリヒ・ロートは海兵第２中隊の一等兵［フラ
ンクフルト・アム・マイン］であった．俘名 １５，p．４８［「教授」の追記あり］；俘名 １７，p．５０．恵比寿座演芸会のレ
アンダーとトーニに出演したのは，ハインリヒ・ロートであろう．１９１５年に舞台装置のために募金したロートも，ハイ
ンリヒではなかろうか．
（１１０）フランツ・ローツ（Roths）は海兵第３中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．４８［久留米；ゲルゼンキルヒェ
ン］；俘名 １７，p．５０．彼は恵比寿座演芸会に音楽の部で参加した．
（１１１）フリッツ・ルンテムント（Runtemund）は膠州砲兵大隊第５中隊の一等兵であった．俘名 １５，p．４９［久留米；
ルール・フレンデンベルク］；俘名 １７，p．５０．彼は久留米収容所の舞台に立った．津村 ２０００，p．４５；瀬戸 ２００１，
p．１１６［福岡→久留米］．彼は恵比寿座演芸会のトーニに出演した．
（１１２）グスタフ・ザレヴスキー（Salewsky）は海兵第３中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．４９［久留米；プロイセ
ン・ケーニヒスベルク］；俘名 １７，p．５０．彼は久留米収容所の演劇で非常に活躍した．津村 ２０００，pp．４４，４６；瀬
戸 ２００１，p．１１７［久留米］．彼は久留米詩文集 １９１８に１編の詩を載せた．恵比寿座演芸会で技術を担当した．
（１１３）グスタフ・ザントフォス（Sandvoss）は海兵第１中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．４９［久留米；ヒルデスハ
イム］；俘名 １７，p．５１．彼は１９１７年に収容所楽団とレーマンの写真を撮影した．
（１１４）フーベルト・ザウルビーア（Saurbier）は海兵第３中隊の一等兵であった．俘名 １５，p．４９［久留米；ザールブ
リュッケン］；俘名 １７，p．５１．彼は久留米収容所の演劇で活躍した．津村 ２０００，p．４４；瀬戸 ２００１，p．１１７［久留
米］．彼は恵比寿座演芸会の「曲芸師」の部と音楽の部に参加した．
（１１５）ヨハン・シャウム（Schaum）は東アジア分遣隊第２中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．５０［久留米；トリーア
近郊トーレイ］；俘名 １７，p．５１．トーレイは地名辞典に記載されていない．Ritter １９０６，S．１０５１を参照．収容所楽団
は１９１８年と１９１９年に製本費を彼に支払った．
（１１６）クレーメンス・シュミット（Schmidt）は海兵第４中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．５１［久留米；ドルトムン
ト］；俘名 １７，p．５２．彼は恵比寿座演芸会に「曲芸師」の部で参加した．
（１１７）パウル・シュミット（Schmidt）は久留米に２人いた．俘名 １５，p．５１；俘名 １７，p．５３．東アジア分遣隊第２中
隊二等兵［ザクセン・ヤーナ］と海兵・砲兵中隊二等兵［グライフスヴァルト］である．ヤーナはライプツィヒ県の村
であった．HOS, S．２３０．彼らの１人は１９２２年にオランダ領東インドのスラバヤに居住し，オリーブ栽培㈱に勤務してい
た．Japangefangene１９２２，S．３１．恵比寿座演芸会に「曲芸師」の部で参加したのが，両人のどちらかは不明である．
（１１８）ヴィルヘルム・シュルツェ（Schülze）は海兵・砲兵中隊の一等兵であった．俘名 １５，p．５３［久留米；ハンブル
ク］；俘名 １７，p．５５．彼は久留米収容所の舞台に立った．津村 ２０００，p．４４；瀬戸 ２００１，p．１２１［久留米］．収容所
楽団は１９１７年と１９１８年に印刷費を彼に支払った．
（１１９）オットー・シュヴァネベルク（Schwaneberg）は海兵第１中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．５４［久留米；ザク
セン・ファールドルフ］；俘名 １７，p．５５．ファールドルフはザクセン州の村であった．Ritter １９０６，S．１１３６．シュ
ヴァネベルクは恵比寿座演芸会に音楽の部で参加した．
（１２０）エーミール・スクリーバ（Scriba）は海兵（中隊不明）の予備少尉であった．俘名 １５，p．３［久留米；ヘッセ
ン・ダルムシュタット］；俘名 １７，p．４［習志野］．彼は１９１８年８月に習志野に移された．収容換俘虜 １９１８．彼の父
は，内科のエルヴィン・ベルツ（松尾 １９９８ ，pp．１４２－１４３を参照）とともに東京大学医学部の基礎を築いた，外科
のユーリウス・スクリーバで，母は日本女性であった．エーミール（１８？？－１９３２．出生地はダルムシュタットではな
く，東京である）はドイツの陸軍士官学校を卒業し，開戦前には日本に滞在していた．彼は日本語に堪能で，収容所で
は捕虜たちと日本人との交渉を助けた．また，久留米におけるドイツ士官殴打事件に際して，Ｋ．フォークトとともに
２４３久留米「収容所楽団」指揮者オットー・レーマンの生涯
－６７－
事態打開に尽力した．解放後は日本窒素㈱顧問として活躍した．瀬戸 ２００１，p．１２１［熊本→久留米→習志野］；習志
野収容所 ２００１，pp．７，２９，１１５；久収 ０３，p．１５１．日本内地居住許可俘虜 １９２０は彼を「特別事 ヲ有シ日本内地ニ
居住希望」の１人としている．
（１２１）フランツ・ザイゲル（Seigel）は膠州砲兵大隊第５中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．５４［久留米；バーデン・
ヴィントシュラーク］；俘名 １７，p．５６．ヴィントシュラ（a）ー クは地名辞典にない．ヴィントシュレ（ä）ー クはバーデ
ンの村であった．Ritter １９０６，S．１２７１．ザイゲルは久留米収容所の舞台に立った．津村 ２０００，p．４４；瀬戸 ２００１，
p．１２２［福岡→久留米］．彼は恵比寿座演芸会のレアンダーに出演した．
（１２２）ヴァルター・シュテヒャー（Stecher）大尉は海兵・野戦砲兵中隊の隊長であった．俘名 １５，p．４［松山；ド
レースデン］；俘名 １７，p．４［板東］．日本軍占領下の青島でユッフハイム夫人を援助した山田耕三大尉は，世田谷
砲兵連隊勤務時代の１９０８－０９年に，同連隊に派遣されたザクセン陸軍シュテヒャー大尉と親交を結んでいた．山田大尉
は青島攻防戦開始以後数度に亘って，シュテヒャーの安否を気遣う文書をドイツ側に送った．山田大尉は，１９１４年１１月
１０日の青島攻撃軍司令官神尾光臣中将と青島総督アルフレート・マイヤー＝ヴァルデック大佐の会見の際に通訳となっ
た．武内 １９９５，p．５０８；瀬戸 ２００１，pp．９０－９１，１０３，１２４－１２５，１４２［松山→板東］；習志野収容所 ２００１，pp．１１８－
１１９．シュテヒャー大尉については，さらに，松尾 １９９８ ，pp．１２６－１２７；松尾 ２００２ ，pp．３８，４５を参照．シュテ
ヒャーが板東に収容されていた時，彼の妻子は上海に住んでいた．小幡公使 １９１９．
（１２３）ヴィルヘルム・シュタイツ（Steitz）は海兵第１中隊の予備少尉であった．俘名 １５，p．４［久留米；フランクフ
ルト・アム・マイン］；俘名 １７，p．４．彼は１９１９年用「久留米カレンダー」のスケッチ１２枚を描いた．瀬戸 ２００１，
p．１２５［久留米］．彼は収容所楽団団員名簿の図案を描いた．
（１２４）ハリー・フォン・シュトランツ（Strantz）は東アジア分遣隊（中隊不記載）の大尉であった．俘名 １５，p．４
［久留米；ゲルリッツ］；俘名 １７，p．４［習志野］．彼は瀬戸 ２００１，pp．１２６，１４０によれば，東アジア分遣隊第３中
隊の隊長であった．なお，上記人物と同一と考えられるヘルマン・フォン・シュトランツ大尉については，松尾 ２００２
，第７節第１表２－１－６も参照．彼の習志野収容に関する俘虜名簿 １９１７の追加記載と，久留米収容所の先任将校
を彼とする，冨田 １９９１，p．５６の記述は誤りである．それについては，松尾 ２００３ ，第６節（注３）を参照．久
留米収容所所員の斗蔵はシュトランツ大尉室前空地（具体的には不明）での音楽合奏を〈レーマンに対して〉２月１９
日に許可した．シュトランツは最後まで久留米にいたから，許可の年は確定できない．
（１２５）フリッツ・シュトローム（Strohm）は海兵第３中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．５７［久留米；バーデン・フ
ライブルク］；俘名 １７，p．５９．彼は恵比寿座演芸会に「曲芸師」の部で参加した．
（１２６）フリードリヒ・タイレ（Theile）は海兵第１中隊に所属した．俘名 １５，p．５８［久留米；アルトナ．予備一等
兵］；俘名 １７，p．６０［一等兵］．彼は久留米収容所の舞台に立った．津村 ２０００，p．４４；瀬戸 ２００１，pp．１２７－１２８
［久留米］．彼は恵比寿座演芸会のトーニに出演した．
（１２７）カルル・ティーデマン（Tidemann）は海兵第１中隊の予備下士官であった．俘名 １５，p．５８［久留米；オーバー
シュレージエン・エルグート＝ティロヴィッツ（「ブレーメン」の追記あり）］；俘名 １７，p．６０．エルグート＝ティロ
ヴィッツはシュレージエン州の村であった．Ritter １９０５，S．６４５．ティーデマンは久留米収容所の舞台に立った．津村
２０００，p．４４；瀬戸 ２００１，p．１２８［久留米］．彼は恵比寿座演芸会のレアンダーに出演した．
（１２８）ヨハネス・ユーバーシャール（Überschaar）は海兵・参謀部通訳であった．俘名 １５，p．４［習志野；ボーフ
ム］；俘名 １７，p．４［「文官」の追記あり］．ユーバーシャールについては，さしあたり，松尾 １９９８，pp．１４７－１４８
を参照．大阪高等医学校で教えていた彼は，第一次大戦に際して予備中尉，青島防衛軍情報部通訳に任ぜられた．青島
開城交渉に当たって，彼はドイツ側通訳となった．彼は収容所で日本についてしばしば講演した．冨田 １９８１，p．３０；
冨田 １９９１，p．５１；瀬戸 １９９５，p．１５２；瀬戸 １９９９，pp．１１４－１１５；瀬戸 ２００１，pp．１２９－１３０，１３９［東京→習志野］；
習志野収容所 ２００１，pp．８，１４－１５，１８，１１０－１１２，１５０，１５３，１６９；習志野市史研究 ２００３，pp．６，８，１０，１５，１
８－１９，３２，３５，４５，６４，７２，７６－７７．彼について２点を追加する．学位論文，Überschaar １９１２（Lebenslauf）でも，
紀要追悼記念号所収の年譜，ユーバーシャール教授 １９６８でも，彼の出生地は，俘虜名簿の本籍地と異なって，マイセ
ンである． 日本居住許可俘虜 １９２０は彼を「日本内地契約成立」の１人としている．開戦前と同じ学校に復帰した
のである．
（１２９）クリスティアン・フォーゲルフェンガー（Vogelfänger）はヤーグアル号乗組の二等兵であった．俘名 １５，p．６０
［習志野；デュッセルドルフ］；俘名 １７，p．６２．彼（１８？？－nach１９７８）は習志野で飢えや下痢に苦しんだ．瀬戸
２００１，pp．１３０－１３１［東京→習志野］；習志野収容所 ２００１，pp．４１，５０，９１，９６，１５０－１５１，１５４，１６５，１５９－１６０，
２０１．彼の日記は習志野収容所の音楽活動についての記述を含む．
（１３０）カルル・フォークト（Vogt）は東アジア分遣隊第２中隊の予備少尉であった．俘名 １５，p．４［久留米；ニーン
ブルク］；俘名 １７，p．４．彼はアンハルト公国の都市ニーンブルクで１８７８年に生まれ，１９６０年に東京で没した．彼は
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第一次大戦前には横浜の法律事務所所長であった．青島で彼はＪ．ユーバーシャールとともに，日独両軍参謀長による
青島開城交渉に通訳として参加した．久留米収容所でフォークトはドイツ士官殴打事件に際して，Ｅ．スクリーバとと
もに事態打開に尽力した．音楽に関しては熊本収容所で数曲を作曲したが，楽器がないために，それを演奏できなかっ
た．彼は久留米収容所で「四つの歌」，「１９１５年の歌」，ピアノ曲などを作曲した．また，自作を含む，多くの歌を歌っ
た．歌劇上演の際には彼は主要な歌手であった．さらに，シンフォニー・オーケストラを長く指揮した．彼は音楽会プ
ログラムに曲目解説をしばしば書いた．彼は１９２１年にまた日本に戻って来た．そして，第二次大戦後まで法律事務所を
東京で運営した．没後に彼のドイツ語自伝，『ある日本在住ドイツ人の人生記録から』（東京 １９６２）が出版された．冨
田 １９９１，pp．７５－７６，３０２－３０３；久収 ９９，pp．１３－１４，８０；瀬戸 ２００１，p．１３６［熊本→久留米］；横田 ２００２，
pp．１０２－１０４，１０８－１１８，１２５；久収 ０３，pp．４０，４２－４３，１５３－１５４．久留米収容所では１９１８年４月２３日にフォクート
４０歳誕生日コンサートが催され，彼の作曲した《祝典行進曲》も演奏された．久収 ９９，p．５３；横田 ２００２，p．１１５；
久収 ０３，p．５９．なお，久留米収容所におけるフォークトの頻繁な音楽会出演記録は，久収 ９９，pp．４４－７２；久収
０３，pp．４９－７９を参照．さらに，本稿第２節（Ⅱ）（注５）を参照．日本居住許可俘虜 １９２０は彼を，「一般 船出發
前豫メ日本ニテ解放」の１人としている．１９１９年に彼はコントラバス代金を収容所楽団から受け取った．
（１３１）ヨアヒム・フォスカンプ（Voskampf）は海兵第６中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．６０［久留米；カント
ン］；俘名 １７，p．６２．俘虜名簿のカ（C）ントンはドイツの集落ではない．Ritter １９０５，S．３９８を参照．カ（Ｋ）ントン
は広東である．Ritter １９０５，S．１１０８．フォスカンプは久留米収容所の舞台に立った．津村 ２０００，pp．４５，４８；瀬戸
２００１，p．１３２［熊本→久留米］．彼は恵比寿座演芸会のトーニに出演した．
（１３２）ヘルマン・ヴァックスマン（Wachsmann）は海兵第１中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．６１［久留米；ハノー
ファー・ディープホルツ］；俘名 １７，p．６２．収容所楽団は解放直前に紙代を彼に支払った．
（１３３）ラインホルト・ヴァルツ（Walz）は海兵第１中隊の一等兵であった．俘名 １５，p．６１［久留米；ハイルブロ
ン］；俘名 １７，p．６３．彼は恵比寿座演芸会に音楽の部で参加した．
（１３４）カルル・ヴェーバー（Weber）は海兵第３中隊の一等兵であった．俘名 １５，p．６１［久留米；バイエルン・アン
スパッハ］；俘名 １７，p．６３．アンスパ（p）ッハはヘッセン＝ナッサウの村であった．バイエルン所在とすれば，ア
ンスバ ッハ市であろう．Ritter １９０５，S．９０．ヴェーバーは久留米収容所の舞台に立った．津村 ２０００，p．４３；瀬戸
２００１，p．１３３［久留米］．恵比寿座演芸会では技術を担当した．
（１３５）アードルフ・ヴァイス（Weiss）は皇后エリーザベト号乗組の下士官（ドイツ海軍官階表の兵曹長，一等…長，一
等…手などからの類推）であった．俘名 １５，p．６２［久留米；ヴィーン］；俘名 １７，p．６４［青野原］．下士官ヴァイ
スは久留米収容所で１９１５年夏に舞台を組み立てた．彼は１９１８年に青野原に移された．収容換俘虜１９１８．
（１３６）ヘルマン・ヴァイセンボルン（Weissenborn）は海兵第１中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．６２［久留米；ザク
セン・ハインローデ］；俘名 １７，p．６４．ハインローデはプロイセン王国ザクセン州の村であった．Ritter １９０５，
S．９３６．ヴァイセンボルンは久留米収容所で行進曲を作曲し，ナックの詩，「悲嘆」と「あなたのまなざし」に作曲し
た．久収 ９９，pp．１３，４７，６４（一部の姓が誤植）；瀬戸 ２００１，p．１３５［久留米］；久収 ０３，pp．５２，７１．久留米にお
ける彼の演奏会出演記録は久収 ０３，p．８３を参照．ヴァイセンボルンは１９１５年１０月以前からの収容所楽団コントラバス
奏者であり，恵比寿座演芸会に音楽の部で参加した．
（１３７）アルフレート・ヴェルナー（Werner）は海兵・機関銃中隊の二等兵であり，１９１８年５月８日に死亡した．俘名
１５，p．６２［久留米；シュレージエン・ローンシュトッホ］；俘名 １７，p．６４［「死亡」の追記あり］；久収 ９９，p．３５；
瀬戸 ２００１，p．１３５［熊本→久留米］；久収 ０３，pp．２０，１８３．ローンシュトッホ（ch）は地名辞典にない．ローンシュ
トック（ck）はシュレージエン州の村であった．Ritter１９０６，S．７０７．収容所楽団はヴェルナーの埋葬に際して音楽を演奏
した．
（１３８）パウル・ヴィールニー（Wierny）は海兵第６中隊の国民兵であった．俘名 １５，p．６３［久留米；グライヴィッ
ツ］；俘名 １７，p．６５［「二等兵」の追記あり］．彼は恵比寿座演芸会に「曲芸師」の部で参加した．
（１３９）ゲーアハルト・ヴィルト（Wild）は海兵第１中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．６３［久留米；ヴァイスヴァイ
ラー］；俘名 １７，p．６５．ヴァイスヴァイラーはライン州の村であった．Ritter １９０６，S．１２３４．ヴィルトは１９１９年１２月
に収容所楽団のフルート奏者であり，恵比寿座演芸会に音楽の部で参加した．
（１４０）海兵・砲兵中隊下士官のカルル・ヴィルヘルム（Karl Wilhelm）は最後まで久留米にいた［久留米；シュタイン
バック＝ハレンベルク〈シュタインバッハ＝ハレンベルクの誤植〉］．海兵第４中隊二等兵のカルル（Carl）・ヴィルヘ
ルムは習志野に移された［久留米→習志野．宣誓解放；エルザス・エールシュタイン］．俘名 １５，p．６３；俘名 １７，
p．６５．エール（Ehr）シュタインは地名辞典にない．Ritter １９０５，S．６３３を参照．エル（Er）シュタインはエルザスの市場町
であった．Ritter １９０５，S．６６６．二等兵カルルの移動は時期不明である．少なくとも１９１８年８月ではない．収容換俘虜
１９１８を参照．久留米収容所楽団を１９１９年４月に退団（入団時期・担当楽器不明）したカルル・ヴィルヘルムが，両人
２４５久留米「収容所楽団」指揮者オットー・レーマンの生涯
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のどちらかは確定できない．松尾 ２００３ ，第２節（注１０２）を参照．
（１４１）エドゥアルト・ヴィル（Will）は海兵第５中隊の予備少尉であった．俘名 １５，p．４［久留米；天津（「ハンブル
ク」の追記あり）］；俘名 １７，p．４．弁護士の彼は，久留米収容所の室内楽の中心であり，ピアノの独奏と合奏で活
躍した．久収 ９９，p．８０；瀬戸 ２００１，p．１３６［熊本→久留米］；横田 ２００２，pp．１０３，１０６－１０７，１１０－１１１，１１７．久
留米におけるヴィルの演奏会出演記録は，久収 ９９，pp．４２－７６；久収 ０３，pp．４７－８３を参照．
（１４２）ヴォルフ（Wolf）．俘虜名簿 １９１７，p．６６によれば，この姓の捕虜は久留米収容所に５人いた．恵比寿座演芸会
に音楽の部で参加したのは，ヘルマン・ヴォルフであろう．ヘルマン・ヴォルフは海兵第３中隊の予備二等兵であっ
た．俘名 １５，p．６４［久留米；ハンブルク］；俘名 １７，p．６６．ハンブルクを本籍地とする，ヴォルフ姓の捕虜はヘル
マンだけであった．ヘルマン・ヴォルフ（１８８５－１９３８）は長女によればハンブルクで生まれ，解放帰国後，日本に戻っ
て，刃物製造会社を経営した．日本人女性と結婚し，神戸で没した．ヴァイオリンが得意で，久留米オーケストラを指
揮した．写真では，合唱団を指揮している．久収 ０３，pp．１４２－１４４． ヴォルフ男声合唱団は１９１５年６月２０日の音楽会
にレーマン楽団とともに出演した．久収 ０３，p．４７．日本居住許可俘虜 １９２０はＨ．ヴォルフを，「一般船出發前
豫メ日本ニテ解放」の１人としている．
（１４３）グスタフ・ヴォルケンハウアー（Wolkenhauer）は海兵第１中隊の一等兵であった．俘名 １５，p．６４［久留米；ハ
ノファー・フェルデン］；俘名 １７，p．６６．彼は１９１９年１２月などに収容所楽団の写真を撮影した．１９１９年にはコントラ
バス募金の決算書を作成した．収容所楽団第１００回演奏会を記念して，彼は他の３人と連名で，レーマンに感謝状を贈
呈した．
（１４４）エードゥアルト・ツァイス（Zeiss）は海兵・野戦砲兵中隊の予備下士官（ドイツ海軍官階表の衛兵長と衛兵長補
からの類推）であった．俘名 １５，p．６５［久留米；アウクスブルク］；俘名 １７，p．６６．彼は久留米収容所で楽団の指
揮と音楽教育に活躍した．演劇活動でも１演目を演出し，５演目に出演した．久収 ９９，pp．１３－１４；津村 ２０００，
p．４４；瀬戸 ２００１，p．１３８［熊本→久留米］；横田 ２００２，pp．１０３－１０４，１１４－１１５，１１７．彼は熊本収容所で１９１５年２
月から１２月まで重営倉の処分を受けた．久収 ９９，p．２４；久収 ０３，p．１９．久留米における彼の音楽会出演ないし演劇
演出の記録については，久収 ９９，pp．４８－４９，５２－５３，５９，６２－６４；久収 ０３，pp．５５，５９，６５，６８，７０－７１，８０，８８
を参照．恵比寿座演芸会の音楽の部への彼の参加は予定されていた．しかし，参加者名簿で彼の名が消され，解読不能
の別人の名が手書きされているので，ツァイスは参加しなかったであろう．
（１４５）マックス・ツィンメルマン（Zimmermann）は海兵第６中隊の二等兵であった．俘名 １５，p．６５［大阪；ドレース
デン近郊クリメンハウゼン］；俘名 １７，p．６７［板東］．しかし，彼は，かつてロシア歩兵連隊から脱走したロシア
人，本名ヤン・ポパルチックであった．彼は板東で他の特殊捕虜７人とともに隔離収容され，後に宣誓解放された．
林 １９９３，p．１３４；瀬戸 ２００１，p．１３８［大阪→丸亀→板東］；松尾 ２００２ ，pp．４２－４３，４５（注１４）（彼の本籍地とさ
れる集落，クリメンハウゼンはザクセン王国に実在しなかった）．
Annual Report of the Shanghai Municipial Council 1912 ; 1914 ; 1916.［上海市档案館］
Ausstellung−Kurume 1918 = (Die Dritte) Kunst− und Gewerbe−Ausstellung 1918 (im Lager) Kurume（『〈第３回〉久留米収容所
美術工芸展覧会』），Kurume１９１８．［久留米市文化財収蔵館］
Dichtungen von Kriegsgefangenen des Lagers Kurume Japan , Kurume 1918＝『久留米収容捕虜詩文集』１９１８．［久留米市文化財
収蔵館］
Ehrenrangliste 1930 = Ehrenrangliste der kaiserlich−deutschen Marine 1914−18 , hrsg. von A. Stoelzel, Berlin.
Gotha, Briefadel 1941 = Gothaisches genealogisches Taschenbuch, Briefadel , Jg. 33, Gotha.
Gotha, Freiherr 1939 = Gothaisches genealogisches Taschenbuch, Freiherrliche Häuser, Jg. 89, Gotha.
Heimatsadressen 1919 = Heimatsadressen der Kriegsgefangenen im Lager Bando , Japan.［鳴門市ドイツ館］
HOS 1957 = Historisches Ortsverzeichnis von Sachsen , hrsg. von Karlheinz Blaschke, Leipzig.
Japangefangene 1922 = “Tsingtaukämpfer und Japangefangene in Niederländisch−Indien”, in : Deutsche Wacht : niederländisch−
indische Halbmonatsschrift für Handels− und Kolonialpolitik, Volkswirtschaft und Völkerrecht, Batavia, Heft 5 / 1922.
Meyer 1916 (1), 1916 (2) = Meyers Orts− und Verkehrs−Lexikon des Deutschen Reichs , hrsg. von E. Uetrecht, 5. Aufl., 2 Bde.,
Leipzig / Wien.
Nachlaß Otto Lehmann＝レーマン関係資料を見よ．
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Ritter 1905, 1906=Ritters geographisch−statistisches Lexikon über die Erdteile, Länder usw., 9. Aufl., hrsg. von Johannes Penzler, 2
Bde., Leipzig.
Ronald Lutz（電子版）=Ronald Lutz, Heimatrecht am Beispiel Preußen−Deutschlands. (www.ronald−lutz.de/Armut1NEU.doc)
Schlesinger 1965 = Walter Schlesinger, Sachsen , Stuttgart. (Handbuch der historischen Stätten Deutschlands , Bd. 8)
SHB 1913 = Staatshandbuch für das Königreich Sachsen 1913.
SHB 1927 = Staatshandbuch für den Freistaat Sachsen 1927.
Stimmel 1994 = Folke Stimmel (Hrsg.), Stadtlexikon Dresden A−Z , Dresden / Basel.
Überschaar 1912 = Johannes (Hans) Überschaar, Die Stellung des Kaisers in Japan , Diss. Leipzig.
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文化学会），６巻１号．
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弘・訳）．
小川 １９７５＝小川昂・編，『洋楽索引』，民音音楽資料館．
小幡公使 １９１９＝「在本邦俘虜ノ家族 ニ關シ小幡公使ヨリ稟申ノ件」，『俘虜関係雑纂１０』，第２４．
音楽大事典 １９８３＝『音楽大事典』，平凡社．
久保 １９２０＝久保猪之吉，「久留米俘虜詩集に就て」，『福岡日日新聞』，大正９年１月１日．
久収 ９９＝久留米収容所 １９９９を見よ．
久収 ０３＝久留米収容所 ２００３を見よ．
久留米詩文集 １９１８＝『久留米収容捕虜詩文集』，Dichtungen von Kriegsgefangenen des Lagers Kurume Japan , Kurume 1918
を見よ．
久留米収容所 １９９９＝久留米市教育委員会・編，『久留米俘虜収容所 １９１４－１９２０』（久留米市文化財調査報告書第１５３
集）．
久留米収容所 ２００３＝久留米市教育委員会・編，『ドイツ軍兵士と久留米久留米俘虜収容所 II』（久留米市文化財
調査報告書第１９５集）．
上海工部局年報 １９１２；１９１４；１９１６＝Annual Report of the Shanghai Municipial Council 1912 ; 1914 ; 1916 を見よ．
収容換俘虜 １９１８＝「収容換俘虜ニ關スル件」，『俘虜関係雑纂１』，第５．
瀬戸 １９９５，１９９９，２００１＝瀬戸武彦，「青島（チンタオ）をめぐるドイツと日本」，，，，『高知大学学術研究報告
人文科学』，４４巻，４８巻，５０巻．
『戦時書類』＝『（海軍省）戰時書 自大正三年至大正九年』，５８巻．［防衛庁防衛研究所図書館（日独戦書／T３－５５
／５１２）］
武内 １９９５＝武内博・編，『増補改訂 来日西洋人名事典』，日外アソシエーツ．
津村 ２０００＝津村正樹，「久留米俘虜収容所における演劇活動」，，『言語文化論究』（九州大学），１２号．
展覧会案内書 １９１８＝『〈第３回〉久留米収容所美術工芸展覧会』＝Ausstellung−Kurume１９１８を見よ．
ドイツ海軍官階表＝「獨國海軍官階表」，『俘虜ニ関スル書類』，「俘虜ニ關スル法規」，附	第２２，第３表．
冨田 １９８１＝冨田弘，「ドレンクハーン報告書日独戦争と在日ドイツ俘虜」，『雲雀野』（豊橋技術科学大学人文・社会
工学系紀要），３号．
冨田 １９９１＝冨田弘，『板東俘虜収容所』，法政大学出版局．
習志野市史研究 ２００３＝習志野市教育委員会・編，『習志野市史研究』，３号．
習志野収容所 ２００１＝習志野市教育委員会・編，『ドイツ兵士の見たニッポン 習志野俘虜収容所１９１５－１９２０』，丸善ブッ
クス．
鳴門市史 １９８２＝『鳴門市史』，中巻，鳴門市．
２０世紀全記録 １９８７＝『２０世紀全記録』，講談社．
日本居住許可俘虜 １９２０＝「日本領土内居住及旅行等ヲ許可シタル俘虜解放ニ關スル件」，『俘虜ニ関スル書類』，第２９．
林 １９９３＝林啓介，『「第九」の里 ドイツ村』，井上書房．
パンツァー １９８４＝ペーター・パンツァー，『日本オーストリア関係史』，創造社（武内精一・芹沢ユリア・訳）．
板東収容所 ２０００＝鳴門市ドイツ館史料研究会，『どこにいようと，そこがドイツだ板東俘虜収容所入門』，鳴門市．
『俘虜関係雑纂１，４，１０』＝『外務省 日独戦争ノ際俘虜情報局設置並独国俘虜関係雑纂』，１巻，４巻，１０巻．［外務省外
交史料館（５／２／８／３８）］
俘虜患
解放表 １９２０＝「俘虜患
解放
一覧表」，『俘虜ニ関スル書類』，附表第６號．
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俘虜職業調 １９１５＝「俘虜 報局 俘虜職業調 （１９１５）」，『戦時書類』および『俘虜関係雑纂１』，２２．
俘虜職業調 １９１７＝「俘虜 報局 俘虜職業調 大正六年五月十日訂正再版」，『戦時書類』および『俘虜関係雑纂
４』，７．
『俘虜ニ関スル書類』＝『陸軍省 大正三年乃至九年戰役俘虜ニ關スル書（俘虜取扱末）』．［防衛庁防衛研究所図
書館（陸軍省／日独戦役／T３－５／３８）］
『俘虜ニ関スル書類』＝『陸軍省 俘虜ニ關スル書 自大正三年至九年』．［防衛庁防衛研究所図書館（陸軍省／日独
戦役／T３－１８／５１）］
俘名 １５＝俘虜名簿 １９１５を見よ．
俘名 １７＝俘虜名簿 １９１７を見よ．
俘虜名簿 １９１５＝『俘虜 報局 俘虜名簿 大正四年十月調』．［久留米市文化財収蔵館］
俘虜名簿 １９１７＝「日本帝國俘虜情報局 獨及墺洪國俘虜名簿 大正六年六月改訂」，『俘虜関係雑纂１』および『戦時
書類』．
松尾 １９９８ ＝松尾展成，「来日したザクセン関係者」，『岡山大学経済学会雑誌』，３０巻１号．
松尾 ２００２ ＝松尾展成，「日独戦争，青島捕虜と板東俘虜収容所」，『岡山大学経済学会雑誌』，３４巻２号．
松尾 ２００２ ＝松尾展成，「ザクセン王国出身の青島捕虜」，『岡山大学経済学会雑誌』，３４巻２号．
松尾 ２００２＝松尾展成，「日本語文献から見た「ドイツ牧舎」（徳島板東）指導者クラウスニッツァー」，『岡山大学経済
学会雑誌』，３４巻３号．
松尾 ２００２＝松尾展成，「「ドイツ牧舎」（徳島板東）指導者クラウスニッツァーの生涯」，『岡山大学経済学会雑誌』，３４
巻３号．
松尾 ２００３＝松尾展成，「久留米「収容所楽団」指揮者オットー・レーマンの生涯」，『岡山大学経済学会雑誌』，３５巻３
号．
松尾 ２００３ ＝松尾展成，「オットー・レーマンの音楽活動－久留米時代を中心に－」，『岡山大学経済学会雑誌』，３５巻３
号．
ユーバーシャール教授 １９６８＝「故ユーバーシャール教授略歴・著作目録」，『甲南大学文学会論集』，３７号（故ユーバー
シャール教授追悼特集号）．
横田 ２００２＝横田庄一郎，『第九「初めて」物語』，朔北社．
レーマン関係資料．［久留米市文化財収蔵館］
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Leben Otto Lehmanns, der die Kapelle des Kriegs−
gefangenenlagers zu Kurume (Japan) 1915−1919 dirigierte
Nobushige Matsuo
(1) Einleitung
(2) Otto Lehmann, Dirigent der Kapelle des Kriegsgefangenenlagers zu Kurume (Japan) 1915−1919 in der
Literatur
(I) Wechselbeziehungen zwischen den Japanern und den deutschen Soldaten zu Kurume in Hinsicht auf
Musik
(II) Musikalische Tätigkeiten der deutschen Soldaten im Lager zu Kurume
(III) Tätigkeiten des Geigers und Dirigenten Otto Lehmann in Kurume
(3) Leben des Geigers und Dirigenten Otto Lehmann 1892−1971
(4) Verzeichnis der betreffenden deutschen Soldaten in Japan
(5) Zitierte Literatur
２４９久留米「収容所楽団」指揮者オットー・レーマンの生涯
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